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【手続補正書】
【提出日】平成24年10月2日(2012.10.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　周囲に複数の図柄が付された複数個の回転リールと、
　回転リールの回転を開始させるためのスタートスイッチと、
　回転リールの回転を停止させるためのストップスイッチと、
　回転リールの図柄の停止表示の態様により構成される当選役を抽選により決定するため
の役抽選手段とを備え、
　スタートスイッチの操作により回転リールの回転を開始させるとともに、役抽選手段に
より複数の役のいずれかに当選か又はハズレかの抽選を行い、その抽選の結果及びストッ
プスイッチの操作に基づいて回転リールの回転を停止させ、当選した役に係る図柄の組み
合わせが表示窓の所定位置に揃ったか否かの判定を行い、その判定の結果に応じて所定の
利益を遊技者に付与する又は付与しないことで１回の遊技が終了する遊技機であって、
　特定の図柄組み合わせが表示窓に表示可能な状態となるように回転リールの回転態様を
変更させる回胴演出を行う回胴演出制御手段と、
　回胴演出制御手段による回胴演出後、ストップスイッチによる停止操作が可能となる前
に、特定の図柄組み合わせから崩れたものが表示窓に表示可能な状態となるように回転リ
ールの回転態様を変更させる再配置制御手段とを備え、
　再配置制御手段により特定の図柄組み合わせを崩したものが表示窓に表示可能な状態で
、回転リールを回転させた後、ストップスイッチによる停止操作が可能となるようにした
ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　周囲に複数の図柄が付された複数個の回転リールと、
　回転リールの回転を開始させるためのスタートスイッチと、
　回転リールの回転を停止させるためのストップスイッチと、
　回転リールの図柄の停止表示の態様により構成される当選役を抽選により決定するため
の役抽選手段とを備え、
　スタートスイッチの操作により回転リールの回転を開始させるとともに、役抽選手段に
より複数の役のいずれかに当選か又はハズレかの抽選を行い、その抽選の結果及びストッ
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プスイッチの操作に基づいて回転リールの回転を停止させ、当選した役に係る図柄の組み
合わせが表示窓の所定位置に揃ったか否かの判定を行い、その判定の結果に応じて所定の
利益を遊技者に付与する又は付与しないことで１回の遊技が終了する遊技機であって、
　特定の図柄組み合わせが表示窓に表示可能な状態となるように回転リールの回転態様を
変更させる回胴演出を行う回胴演出制御手段と、
　回胴演出制御手段による回胴演出後、ストップスイッチによる停止操作が可能となる前
に、特定の図柄組み合わせをランダムに再配置させたものが表示窓に表示可能な状態とな
るように回転リールの回転態様を変更させる再配置制御手段とを備え、
　再配置制御手段により特定の図柄組み合わせをランダムに再配置させたものが表示窓に
表示可能な状態で、回転リールを回転させた後、ストップスイッチによる停止操作が可能
となるようにしたことを特徴とする遊技機。
【請求項３】
　再配置制御手段は、回胴演出制御手段による回胴演出後、ストップスイッチによる停止
操作が可能となる前に、一部又は全部の複数の回転リール同士で所定タイミング時におけ
る特定の図柄の位置を比較したときに、所定の回転リールの特定の図柄の位置から、他の
回転リールの特定の図柄の位置までの間隔が所定図柄数以上、離れた位置となることで特
定の図柄の位置を特定の図柄組み合わせから崩れるように一部又は全部の回転リールの回
転態様を変更させ（以下、このように変更させることを「離間再配置」とする。）、
　再配置制御手段により特定の図柄の位置が離間再配置されたものが表示窓に表示可能な
状態で、回転リールを回転させた後、ストップスイッチによる停止操作が可能となるよう
にしたことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の遊技機。
【請求項４】
　一部又は全部の複数の回転リール同士の図柄の位置を予め定めた複数の配置態様のうち
から選択する図柄位置選択手段を備え、
　再配置制御手段は、回胴演出制御手段による回胴演出後、ストップスイッチによる停止
操作が可能となる前に、特定の図柄組み合わせが図柄位置選択手段により決定された配置
態様となるように一部又は全部の回転リールの回転態様を変更させ（以下、このように変
更させることを「選択再配置」とする。）、
　再配置制御手段により特定の図柄組み合わせが選択再配置されたものが表示窓に表示可
能な状態で、回転リールを回転させた後、ストップスイッチによる停止操作が可能となる
ようにしたことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の遊技機。
【請求項５】
　一部又は全部の複数の回転リール同士の図柄の相対位置を抽選により決定する図柄位置
抽選手段を備え、
　再配置制御手段は、回胴演出制御手段による回胴演出後、ストップスイッチによる停止
操作が可能となる前に、図柄位置抽選手段により決定された図柄の相対位置となるように
回転リールの回転態様を変更させ（以下、このように変更させることを「ランダム再配置
」とする）、
　再配置制御手段により特定の図柄組み合わせがランダム再配置されたものが表示窓に表
示可能な状態で、回転リールを回転させた後、ストップスイッチによる停止操作が可能と
なるようにしたことを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】遊技機
【技術分野】
【０００１】
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　この発明は、回転リールによる回胴演出が可能な遊技機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の遊技機として、複数の回転リールを回転させた後、ストップスイッチに
より停止させる遊技を行うスロットマシンが一般に知られている。このスロットマシンで
は、各回転リールの周囲に複数の図柄が配置されてあり、表示窓を通じて、各回転リール
に配置された図柄の前面側の一部が視認可能な構成となっている。そして、遊技者がメダ
ルを投入してスタートスイッチを操作することで、各回転リールが回転を開始し、各回転
リールが回転を開始した後に、ストップスイッチを遊技者が操作することで、各回転リー
ルが停止する。また、スロットマシンの内部では、原則として、メダルの投入と、スター
トスイッチの操作とを条件として、抽選を行っており、抽選の結果、所定の役に当選し（
当選フラグが成立し）、且つ予め設定された有効ライン上に、当選した役の図柄が停止表
示することを条件として、所定枚数のメダルが払い出されたり、或いは、遊技者に有利な
所定の特別遊技へ移行することができる等の特典が付与される。そして、遊技の興趣を高
めるべく、液晶表示装置や、多数のランプや、スピーカ等の報知手段を介して、抽選の結
果に対応して、また、当選図柄が停止表示した場合等に、画像や音や光等による種々の演
出が行われている。
【０００３】
　ここで、近年、そのような演出として、スタートスイッチ操作から、回転リールが所定
回転速度に到達してストップスイッチの押下操作が可能となるまでの間に、回転リールの
回転速度変更等による演出、いわゆる回胴演出が種々、検討されている。具体的には、例
えば、回転リールが回転を開始して、ストップスイッチの押下操作が可能となるまでの間
に、所定の図柄（例えば、図柄７、７、７の組み合わせ）を、並列させて、その後、定常
回転にするようなものである（例えば、特許文献１。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－５１６４２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、上記した回転中に所定の図柄を揃えてしまう回胴演出は、当該所定の図柄を揃
えることができるかもしれないという期待感の高揚はあるものの、所定図柄が並列した状
態で回転するため、そのままでは、いわゆる目押しの補助となってしまうという問題点が
あった。所定図柄が並列した状態で回転することにより、通常の目押しに比べて、回転中
の図柄の認識を著しく容易にしてしまい、そうでない場合と比較してあまりにも不公平に
なってしまうものである。そして、熟練した遊技者によっては、そのような目押し補助と
なるようなものは、面白みが半減してしまう者もいた。
　そこで、本発明は、上記した従来の技術の有する問題点に鑑みてなされたものであり、
その目的とするところは、回胴演出後、目押しの補助とならないようにして、遊技の興趣
を向上させようとするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　（請求項１）
　請求項１記載の発明に係る遊技機(10)は、周囲に複数の図柄(61)が付された複数個の回
転リール(40)と、回転リール(40)の回転を開始させるためのスタートスイッチ(30)と、回
転リール(40)の回転を停止させるためのストップスイッチ(50)と、回転リール(40)の図柄
(61)の停止表示の態様により構成される当選役を抽選により決定するための役抽選手段(1
10)とを備えている。
　そして、この遊技機(10)は、スタートスイッチ(30)の操作により回転リール(40)の回転
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を開始させるとともに、役抽選手段(110)により複数の役のいずれかに当選か又はハズレ
かの抽選を行い、その抽選の結果及びストップスイッチ(50)の操作に基づいて回転リール
(40)の回転を停止させ、当選した役に係る図柄(61)の組み合わせが表示窓(13)の所定位置
に揃ったか否かの判定を行い、その判定の結果に応じて所定の利益を遊技者に付与する又
は付与しないことで１回の遊技が終了する。
　そして、特定の図柄組み合わせが表示窓(13)に表示可能な状態となるように回転リール
(40)の回転態様を変更させる回胴演出を行う回胴演出制御手段(170)と、回胴演出制御手
段(170)による回胴演出後、ストップスイッチ(50)による停止操作が可能となる前に、特
定の図柄組み合わせから崩れたものが表示窓(13)に表示可能な状態となるように回転リー
ル(40)の回転態様を変更させる再配置制御手段(180)とを備えている。
　そして、再配置制御手段(180)により特定の図柄組み合わせを崩したものが表示窓(13)
に表示可能な状態で、回転リール(40)を回転させた後、ストップスイッチ(50)による停止
操作が可能となるようにしたことを特徴とする。
【０００７】
　上記のうち、「特定の図柄組み合わせ（所定の配置態様）」或いは「特定の図柄組み合
わせ（所定の配置態様）から崩れたもの（配置態様）」が「表示窓(13)に表示可能な状態
で」ように「回転態様を変更」させる場合における「回転態様を変更」させることには、
以下のようなものを含む。
　（ａ）回転中の回転速度を変更させることによって「所定の配置態様」或いは「所定の
配置態様を崩したもの（配置態様）」にする。
　（ｂ）回転開始のタイミングを各回転リール(40)で変えることによって、所定の配置態
様等にする。
　（ｃ）一時停止によって所定の配置態様等にする。
　（ｄ）回転中の回転リール(40)のうち少なくとも一部の回転リール(40)の回転方向を変
化させることによって所定の配置態様等にする。
　（請求項２）
　請求項２記載の発明は、次の点を特徴とする。すなわち、請求項１記載の発明に係る遊
技機(10)は、周囲に複数の図柄(61)が付された複数個の回転リール(40)と、回転リール(4
0)の回転を開始させるためのスタートスイッチ(30)と、回転リール(40)の回転を停止させ
るためのストップスイッチ(50)と、回転リール(40)の図柄(61)の停止表示の態様により構
成される当選役を抽選により決定するための役抽選手段(110)とを備えている。
【０００８】
　そして、この遊技機(10)は、スタートスイッチ(30)の操作により回転リール(40)の回転
を開始させるとともに、役抽選手段(110)により複数の役のいずれかに当選か又はハズレ
かの抽選を行い、その抽選の結果及びストップスイッチ(50)の操作に基づいて回転リール
(40)の回転を停止させ、当選した役に係る図柄(61)の組み合わせが表示窓(13)の所定位置
に揃ったか否かの判定を行い、その判定の結果に応じて所定の利益を遊技者に付与する又
は付与しないことで１回の遊技が終了する。
　そして、特定の図柄組み合わせが表示窓(13)に表示可能な状態となるように回転リール
(40)の回転態様を変更させる回胴演出を行う回胴演出制御手段(170)と、回胴演出制御手
段(170)による回胴演出後、ストップスイッチ(50)による停止操作が可能となる前に、特
定の図柄組み合わせをランダムに再配置させたものが表示窓(13)に表示可能な状態となる
ように回転リール(40)の回転態様を変更させる再配置制御手段(180)とを備えている。
　そして、再配置制御手段(180)により特定の図柄組み合わせをランダムに再配置させた
ものが表示窓(13)に表示可能な状態で、回転リール(40)を回転させた後、ストップスイッ
チ(50)による停止操作が可能となるようにしたことを特徴とする。
　なお、ここでも、「回転態様を変更」には、請求項１で説明したものと同様のものを含
む。
【０００９】
　（請求項３）
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　請求項３記載の発明は、上記した請求項１又は請求項２に記載の発明の特徴点に加え、
次の点を特徴とする。すなわち、再配置制御手段(180)は、回胴演出制御手段(170)による
回胴演出後、ストップスイッチ(50)による停止操作が可能となる前に、一部又は全部の複
数の回転リール(40)同士で所定タイミング時における特定の図柄(61)の位置を比較したと
きに、所定の回転リール(40)の特定の図柄(61)の位置から、他の回転リール(40)の特定の
図柄(61)の位置までの間隔が所定図柄(61)数以上、離れた位置となることで特定の図柄(6
1)の位置を特定の図柄組み合わせから崩れるように一部又は全部の回転リール(40)の回転
態様を変更させる（以下、このように変更させることを「離間再配置」とする。）。
　そして、再配置制御手段(180)により特定の図柄(61)の位置が離間再配置されたものが
表示窓(13)に表示可能な状態で、回転リール(40)を回転させた後、ストップスイッチ(50)
による停止操作が可能となるようにしたことを特徴とする。
　（請求項４）
　請求項４記載の発明は、上記した請求項１又は請求項２に記載の発明の特徴点に加え、
次の点を特徴とする。すなわち、請求項４記載の発明に係る遊技機(10)は、一部又は全部
の複数の回転リール(40)同士の図柄(61)の位置を予め定めた複数の配置態様のうちから選
択する図柄位置選択手段（具体的には、たとえば回転中図柄位置選択手段(183)）を備え
ている。
【００１０】
　再配置制御手段(180)は、回胴演出制御手段(170)による回胴演出後、ストップスイッチ
(50)による停止操作が可能となる前に、特定の図柄組み合わせが図柄位置選択手段（具体
的には、たとえば回転中図柄位置選択手段(183)）により決定された配置態様となるよう
に一部又は全部の回転リール(40)の回転態様を変更させる（以下、このように変更させる
ことを「選択再配置」とする。）。
　再配置制御手段(180)により特定の図柄組み合わせが選択再配置されたものが表示窓(13
)に表示可能な状態で、回転リール(40)を回転させた後、ストップスイッチ(50)による停
止操作が可能となるようにしたことを特徴とする。
　（請求項５）
　請求項５記載の発明は、上記した請求項１又は請求項２に記載の発明の特徴点に加え、
次の点を特徴とする。すなわち、請求項５記載の発明に係る遊技機(10)は、一部又は全部
の複数の回転リール(40)同士の図柄(61)の相対位置を抽選により決定する図柄位置抽選手
段（具体的には、たとえば回転中図柄位置抽選手段(184)）を備えている。
　再配置制御手段(180)は、回胴演出制御手段(170)による回胴演出後、ストップスイッチ
(50)による停止操作が可能となる前に、図柄位置抽選手段（具体的には、たとえば回転中
図柄位置抽選手段(184)）により決定された図柄(61)の相対位置となるように回転リール(
40)の回転態様を変更させる（以下、このように変更させることを「ランダム再配置」と
する）。
　再配置制御手段(180)により特定の図柄組み合わせがランダム再配置されたものが表示
窓(13)に表示可能な状態で、回転リール(40)を回転させた後、ストップスイッチ(50)によ
る停止操作が可能となるようにしたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明は、以上のように構成されているので、以下に記載されるような効果を奏する。
　（請求項１）
　請求項１記載の発明によれば、回胴演出制御手段は、特定の図柄組み合わせが表示窓に
表示可能な状態となるように回転リールの回転態様を変更させる回胴演出を行う。これに
より、所定の利益の付与の期待感を煽ることができる。その後、再配置制御手段が、特定
の図柄組み合わせから崩れたものが表示窓に表示可能な状態となるように回転リールの回
転態様を変更させる。これにより、特定の図柄組み合わせが崩れてしまい、目押しの補助
となることがない。したがって、目押しの技量に熟練した遊技者にとっても、目押しの面
白みが半減することもなく、遊技の興趣を向上させることができる。
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【００１２】
　（請求項２）
　請求項２記載の発明によれば、回胴演出制御手段は、特定の図柄組み合わせが表示窓に
表示可能な状態となるように回転リールの回転態様を変更させる回胴演出を行う。これに
より、所定の利益の付与の期待感を煽ることができる。その後、再配置制御手段が、特定
の図柄組み合わせをランダムに再配置させたものが表示窓に表示可能な状態となるように
回転リールの回転態様を変更させる。これにより、特定の図柄組み合わせが崩れてしまい
、目押しの補助となることがない。したがって、目押しの技量に熟練した遊技者にとって
も、目押しの面白みが半減することもなく、遊技の興趣を向上させることができる。
　（請求項３）
　請求項３記載の発明によれば、請求項１又は請求項２記載の効果に加えて、再配置制御
手段が、回転リールの特定の図柄の位置を回転リール間で所定図柄数以上離れた位置とし
た離間再配置の状態にしたことで、所定の配置態様をその痕跡が全くない状態にまで確実
に崩すことが可能となる。
　（請求項４）
　請求項４記載の発明によれば、請求項１又は請求項２記載の効果に加えて、再配置制御
手段が、図柄位置選択手段により予め決定された図柄位置（選択再配置）となるように回
転態様を変更させたことで、所定の配置態様をその痕跡が全くない状態にまで確実に崩す
ことが可能となる。
　（請求項５）
　請求項５記載の発明によれば、請求項１又は請求項２記載の効果に加えて、再配置制御
手段が、図柄位置抽選手段の抽選により決定された相対位置となるように回転リールの回
転態様を変更させたことで、所定の配置態様をその痕跡が全くない状態にまで確実に崩す
ことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の第１の実施の形態であって、遊技機を示す外観正面図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態であって、リールユニットの一部を示す外観斜視図で
ある。
【図３】本発明の第１の実施の形態であって、リールユニットの一部を示す縦断面図であ
る。
【図４】本発明の第１の実施の形態であって、遊技機の入力、制御及び出力を示すブロッ
ク図である。
【図５】本発明の第１の実施の形態であって、回転リールのリールテープの図柄の一部を
示す概略図である。
【図６】本発明の第１の実施の形態であって、役の内容を示す概略図である。
【図７】本発明の第１の実施の形態であって、有効ラインを示す外観正面図である。
【図８】本発明の第１の実施の形態であって、有効ラインを示す外観正面図である。
【図９】本発明の第１の実施の形態であって、各回転リール毎の回転速度の変化を示す概
念図である。
【図１０】本発明の第１の実施の形態であって、３個の回転リールの回転速度の変化を示
す概念図である。
【図１１】本発明の第１の実施の形態であって、通常遊技のフローである。
【図１２】本発明の第１の実施の形態であって、回胴演出処理、再配置処理のフローであ
る。
【図１３】本発明の第１の実施の形態であって、３個の回転リールの回転開始初期の回転
態様を示す概念図である。
【図１４】本発明の第１の実施の形態の一部変形例であって、３個の回転リールの回転開
始初期の回転態様を示す概念図である。
【図１５】本発明の第１の実施の形態の一部変形例であって、３個の回転リールの回転開
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始初期の回転態様を示す概念図である。
【図１６】本発明の第１の実施の形態の一部変形例であって、３個の回転リールの回転開
始初期の回転態様を示す概念図である。
【図１７】本発明の第１の実施の形態の一部変形例であって、３個の回転リールの回転開
始初期の回転態様を示す概念図である。
【図１８】本発明の第１の実施の形態であって、３個の回転リールの再配置の回転態様を
示す概念図である。
【図１９】本発明の第１の実施の形態の一部変形例であって、３個の回転リールの再配置
の回転態様を示す概念図である。
【図２０】本発明の第１の実施の形態の一部変形例であって、３個の回転リールの再配置
の回転態様を示す概念図である。
【図２１】本発明の第１の実施の形態の一部変形例であって、３個の回転リールの再配置
の回転態様を示す概念図である。
【図２２】本発明の第１の実施の形態の一部変形例であって、３個の回転リールの再配置
の回転態様を示す概念図である。
【図２３】本発明の第４の実施の形態であって、回胴演出処理のフローである。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　（第１の実施の形態）
　（遊技機10の概要）
　本明細書において、「前面」は、遊技機において遊技を行う際に遊技者が向き合う面を
いい、「背面」は、かかる遊技者から見た場合の「前面」の反対側の面であり、また、「
左」や「右」等の左右方向も、かかる遊技機の前面の方を向いて位置している者から見た
場合の左側や、右側を意味する。
　図１に示すように、本実施の形態に係る遊技機としてのスロットマシンであって、正面
に向かって開口する正面開口部を有する四角箱状の筐体11と、この筐体11の正面開口部を
開閉自在に塞ぐ前扉14とを有する。前記前扉14は、正面開口部の上部を開閉自在に塞ぐ上
扉3と、正面開口部の下部を開閉自在に塞ぐ下扉4とを備えている。
【００１５】
　また、前扉14の上部には、上パネル12aを備え、前扉14の下部には、下パネル12bを備え
、前扉14の前面における、上パネル12aと下パネル12bとの間には、前方へ向けて突出する
操作部12cを備えている。
　前記上扉3には、遊技者側に向かって臨む略四角窓状の上パネル12aが形成されている。
そして、この上パネル12aの略中央には、三個の回転リール40の円周に貼付したリールテ
ープ42上の図柄61、いわゆる停止図柄61を見ることができる表示窓13が形成されている。
この表示窓13は、３個全ての回転リール40の回転が停止した際には、縦３列横３行に配置
した合計９個の図柄を遊技者に見せるように形成されている。
【００１６】
　前記表示窓13の奥には、３個の駆動モータによって図柄表示手段としての回転リール40
を回転させるためのリールユニット60が配置されてある。前記回転リール40は、左端側に
位置する左リール43と、右端側に位置する右リール45と、この左リール43及び右リール45
の間に位置する中リール44とからなる。
　そして、遊技機10の前面側には、横方向や、斜め方向等に３個の回転リール40の各３個
の所定図柄の停止位置を結んだ所定本数のラインが形成されている。本実施の形態では、
ラインとして、上段の３個の図柄を通る上段ラインＬ１と、中段の３個の図柄を通る中段
ラインＬ２と、下段の３個の図柄を通る下段ラインＬ３と、左下、中央、右上の３個の図
柄を通る右上りラインＬ４と、左上、中央、右下の３個の図柄を通る右下りラインＬ５と
が設けられている。
【００１７】
　前記前扉14には、遊技者に役抽選の当選等を音や光や映像で報知させる報知手段66が形
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成されてあり、この報知手段66は、上下左右のスピーカー67と、上パネル12aの上部中央
に配置された液晶表示装置68と、上パネル12aの周囲縁に配置された報知ランプ69とを備
えている。
　前記下扉4には、操作部12cの右側に位置してメダルを投入するためのメダル投入口18と
、操作部12cの左側に位置して貯留メダル数を減じてメダル投入に代えるベットスイッチ1
6と、このベットスイッチ16の左側に位置してクレジットしたメダルを払い出すための精
算スイッチ17と、操作部12cの左側に位置してメダルの投入若しくはベットスイッチ16の
投入を条件に回転リール40の回転を開始させるための変動表示開始手段31としてのスター
トスイッチ30と、操作部12cの略中央に位置して操作により対応する回転リール40の回転
を停止させるための変動表示停止手段51としてのストップスイッチ50とを備えている。
【００１８】
　なお、左リール43に対応するためのストップスイッチ50が左ストップスイッチ50aであ
り、中リール44に対応するためのストップスイッチ50が中ストップスイッチ50bであり、
右リール45に対応するためのストップスイッチ50が右ストップスイッチ50cである。
　なお、本遊技機10は、メダル投入口18からメダルを投入すると、最大で５０枚のメダル
を遊技機10内部に貯留する（クレジットする）ことが可能に形成されている。そして、こ
の貯留（クレジット）したメダルを、ベットスイッチ16の押下操作によって、遊技開始の
条件としてのメダル投入に代えることができる。
　前記下扉4の奥には、いわゆるホッパーユニットであって、メダルを貯留することがで
きるとともに、メダルを払い出すことができる貯留払い出し手段65と、電源投入又は電源
遮断のための操作が可能な電源スイッチ6を有すると共に各部品に電力を供給するための
電源装置5とが配置されている。
【００１９】
　そして、下扉4の下部には、所定の役の図柄が有効ライン上に表示された場合に、貯留
払い出し手段65からメダルが払い出される払い出し口32が形成され、この払い出し口32の
下方には、払い出し口32から払い出されたメダルを貯留するため、上方に向かって開口す
る皿状の払い出し皿33が形成されている。
　本実施の形態に係る遊技機10は、原則として、ベットスイッチ16操作又はメダル投入後
のスタートスイッチ30の押下により、回転リール40の回転を開始すると共に、役抽選を行
い、各回転リール40のストップスイッチ50の押下タイミング及び役抽選の結果に基づいて
、回転リール40の回転を役抽選の結果に適合するように停止させ、停止時の図柄の組み合
わせによって、当選した役の所定図柄が有効ライン上に停止表示された場合に、所定枚数
のメダルを払い出す等の所定の特典（利益）を遊技者に付与するスロットマシンである。
【００２０】
　なお、この遊技機10は、ベットスイッチ16の操作又はメダル投入等による遊技媒体のベ
ットにより、遊技を開始することが可能な状態、いわゆる遊技開始準備状態となる。そし
て、その遊技開始準備状態中のスタートスイッチ30の押下により、遊技が開始されると共
に回転リール40の回転が開始される。そして、その後の回転リール40の停止表示後のメダ
ル払い出し等の処理が終了することで、１回の遊技が終了するように形成されている。な
お、この遊技が終了してから、次の遊技に関する遊技媒体のベットまでの間は、いわゆる
遊技間（ゲーム間）の状態である。
　（リールユニット60）
　前記リールユニット60は、図２及び図３に示すように、横並びに設けた３個の回転リー
ル40と、各回転リール40を回転させるためのものであって各回転リール40にそれぞれ対応
している駆動モーターとしてのステッピングモーター64と、遊技制御装置21からのパルス
信号が入力されることでステッピングモーター64を回転駆動させるためのモータードライ
バ62と、回転リール40の回転位置を検知するための回転位置検知装置46と、これらを支持
する支持部材49とを備えている。
【００２１】
　回転リール40は、２１個の図柄を周囲に均等に配列した筒状のものである。そして、各
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回転リール40は、合成樹脂からなる回転ドラムと、この回転ドラムの周囲に貼付されると
ともに、複数個（２１個）の図柄61が表示されているテープ状のリールテープ42とを備え
ている。
　前記回転位置検知装置46は、回転リール40の回転ドラムから横方向に突出している突出
片状のインデックス47と、回転リール40の周囲の支持部材49から突出するとともにインデ
ックス47の通過を光センサーの遮断によって検知するためのインデックスセンサ48とを備
えている。
【００２２】
　そして、駆動モーターによる回転を開始した後、前記インデックス47をインデックスセ
ンサ48により検知してからの回転角度を認識することで、後述する回転位置判断手段161
により現在位置を特定し、その後、所定角度で停止させることが可能となる。このインデ
ックスセンサ48は、内部に光センサーを有するとともに、全体形状が、略コ字状であって
、一端に発光素子（ＬＥＤ）が配置され、他端に受光素子（フォトトランジスタ）が配置
され、そのコ字状の内部を、突出片状のインデックス47が移動することにより、発光素子
からの光が遮断され、インデックス47が通過したタイミングを検知可能なものである。
　前記モータードライバ62には、遊技制御装置21からの信号としてのパルス信号が入力さ
れることにより、ステッピングモータ64を回転駆動させるように形成されている。
【００２３】
　更に、具体的には、このステッピングモータ64は、５０４個のステップで、３６０度、
すなわち１周するように設定されている。そして、モータドライバ62に１パルスの信号が
入力されることにより、ステッピングモータ64が１ステップ角（具体的には、３６０／５
０４度）だけ、回転するように設定されている。すなわち、５０４パルスの信号がモータ
ドライバ62に入力されることにより、ステッピングモータ64は、３６０度、すなわち１回
転するものである。回転リール40の周囲には、２１個の図柄が配置されているため、２４
パルスの信号がモータドライバ62に入力されると、ステッピングモータ64は２４ステップ
移動し、１図柄分だけ回転移動するように設定されている。
【００２４】
　本実施の形態では、回転リール40の回転速度を変更しているが、これは、単位時間当た
りのステップ数を変更することにより、回転リール40の回転速度を、後述する回転制御手
段150により調整可能に形成されている。
　（制御装置20）
　図４に示すように、遊技機10の内部には、遊技機10の全体の動作を制御するための制御
装置20が形成されている。前記制御装置20は、図示しないが、ＣＰＵを中心に構成され、
ＲＯＭ、ＲＡＭを備えている。そして、ＲＯＭに記憶されたデータやプログラムを、ＲＡ
Ｍが読み込むことで、動作可能に形成されている。
【００２５】
　前記制御装置20の入力段には、上述したベットスイッチ16、スタートスイッチ30、スト
ップスイッチ50及び精算スイッチ17が接続され、出力段には、上述した貯留払い出し手段
65、リールユニット60及び報知手段66が接続されている。
　前記制御装置20は、遊技を進行させて遊技状態を制御する遊技制御装置21（主基板23）
と、この遊技制御装置21からの信号を受けて、遊技の演出を行うために演出状態を制御す
る演出制御装置22（サブ基板24）とを備えている。ここで、遊技制御装置21と演出制御装
置22との間における信号の送受信は、遊技制御装置21における役抽選に関するデータ等の
内部データの信頼性を担保すべく、一方通行となるように形成されている。すなわち、遊
技制御装置21から演出制御装置22に向かってのみ信号が出力され、演出制御装置22から遊
技制御装置21に向かっていかなる信号も出力されないように形成されている。
【００２６】
　（遊技制御装置21）
　前記遊技制御装置21は、スタートスイッチ30の遊技者による操作により、乱数抽選を行
い、ストップスイッチ50の操作により、その抽選の結果を反映させた回転リール40の回転
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及び停止を制御するためのものである。
　前記遊技制御装置21は、遊技制御手段27と、役抽選手段110と、回胴演出抽選手段120と
、回転制御手段250と、ウェイト制御手段190と、停止制御手段130と、停止図柄判定手段1
40と、計時手段150と、回転位置判断手段161と、回胴演出データ記憶手段210と、回胴演
出制御手段170と、再配置制御手段180とを備えている。
【００２７】
　なお、本スロットマシンにより行う遊技は、一般的（通常）に行われる通常遊技と、ボ
ーナス遊技と呼ばれて同一の遊技回数を基準として遊技期間で比較した場合に、この通常
遊技よりも遊技者に大きな利益を付与可能な特別遊技とを備えている。この特別遊技は、
通常遊技中に予め定めた所定の役の図柄を有効ライン上に表示させたことにより移行する
と共に通常遊技よりも単位時間あたりの獲得可能なメダル数が多くなることが可能に形成
されている。この特別遊技は、具体的には、所定枚数までのメダルの獲得が可能なＢＢ遊
技（ビッグボーナス遊技）やＲＢ遊技（レギュラーボーナス遊技）を備えている。
　ここで、「役」とは、原則として図柄の組み合わせにより構成されるもので、予め定め
た図柄の組み合わせを意味するものであって、例えば、左、中、右の回転リール40の停止
図柄が、それぞれ７、７、７のように、通常、回転リールに表示される図柄を、３つ揃え
た形が基本形となる。但し、チェリーのように、３つ揃わなくとも、例えば、左リール43
のように特定の回転リールにチェリー図柄が停止して、残りの２つの回転リール40にはい
ずれの図柄でもよい役もある。なお、役の構成は、遊技機10の前面側（図示せず）に表示
されている。
【００２８】
　そして、前記通常遊技制御手段70は、通常遊技を行わせるために通常遊技に関する制御
を行うものであり、前記特別遊技制御手段80は、特別遊技を行わせるために特別遊技に関
する制御を行う。
　（通常遊技制御手段70）
　通常遊技制御手段70は、通常遊技を制御するものである。
　以下、遊技機10における通常遊技について説明する。１回の遊技につき、遊技媒体とし
てのメダルを３枚ベットすることが可能である。３枚のメダルをベットすると、５本全て
のラインが有効になる。なお、３枚投入だけしか有効にならない３枚専用機とすることも
できる。そして、有効になったラインを、以下、「有効ライン」と称する。また、メダル
のベットには、メダル投入口18からメダルを投入することによるベットと、ベットスイッ
チ16を操作することによるクレジットされているメダルのベットとがある。また、再遊技
のときには、前回の遊技でベットした枚数と同数のメダルが自動的にベットされる。また
、３枚のメダルのベットを条件に、遊技を開始することが可能となり、スタートスイッチ
30を操作すると、複数の役のいずれかに当選か又はハズレかの役抽選が行われるとともに
、３個すべての回転リール40の回転が開始する。その後、３個すべての回転リール40の回
転が所定の定常回転速度になって定常回転するようになると、３個すべてのストップスイ
ッチ50が有効になり、ストップスイッチ50の操作が有効になる。そして、３個のストップ
スイッチ50のうちの１個を操作すると、当該ストップスイッチ50に対応した回転リール40
の回転が停止する。そして、３個すべてのストップスイッチ50の操作を終えると、３個す
べての回転リール40の回転が停止する。このとき、いずれかの有効ライン上に、役抽選で
当選した役に対応する図柄の組み合わせが停止表示されると、当該役に応じた枚数のメダ
ルを獲得できる。また、獲得したメダルは、クレジットされ、クレジット数が上限値に達
したときには、貯留払い出し手段65が駆動して、上限値を超えた分が払い出し口32から払
い出される。また、メダルの獲得に代えて、あるいはメダルの獲得とともに、遊技者に対
して所定の利益が付与されることもある。
【００２９】
　ここで、役には、有効ライン上に所定の図柄の組み合わせが停止表示されることにより
、メダルが払い出される小役と、有効ライン上に所定の図柄の組み合わせが停止表示され
ることにより、メダルの払い出しはないがメダルを新たに投入することなく前回の遊技と
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同じ条件で再度遊技を行うことができるリプレイ役と、有効ライン上に所定の図柄の組み
合わせが停止表示されることにより、メダルの払い出しはないが特別遊技へ移行するボー
ナス役とがある。
　具体的には、図６に示すように、小役には、プラム役と、ベル役と、チェリー役と、有
利遊技移行役と、いわゆる３択役（３択青７役、３択役白７役、３択役赤７役）とがある
。例えば、プラム役、ベル役、及びチェリー役のうちプラム役は、「プラム」「プラム」
「プラム」の図柄の組み合わせにより構成され、また、例えば、チェリー役は、「チェリ
ー」「ＡＮＹ」「ＡＮＹ」（「ＡＮＹ」は、いずれの図柄であってもよいことを意味する
。）の図柄の組み合わせにより構成される。そして、役を構成する図柄の組み合わせがい
ずれかの有効ライン上に停止表示されることにより、当該役に応じた所定枚数のメダルが
払い出される。例えば、「ベル」「ベル」「ベル」の図柄の組み合わせがいずれかの有効
ライン上に停止表示されることにより、ベル役に応じた所定枚数（例えば１５枚）のメダ
ルが払い出される。
【００３０】
　また、有利遊技移行役は、後述する役抽選手段110による役抽選により当該役に当選す
ることで、後述する有利遊技へ移行することが決定されるとともに、有効ライン上に所定
の図柄の組み合わせが停止表示されることにより、メダルが払い出されるものである。有
利遊技移行役は、図６に示すように、「赤７」「リプレイ」「リプレイ」の図柄の組み合
わせにより構成される。なお、リプレイ図柄は２重丸の中に大文字Ｒからなる。そして、
役抽選手段110による役抽選により当該役に当選することで、有利遊技へ移行することが
決定されるとともに、有効ライン上にこの図柄の組み合わせが停止表示されることにより
、所定枚数（例えば９枚）のメダルが払い出される。なお、有利遊技移行役は、後述する
ビッグボーナスゲーム中においてのみ抽選される役である。
【００３１】
　また、再遊技役は、図６に示すように、「リプレイ」「リプレイ」「リプレイ」の図柄
の組み合わせにより構成される。そして、いずれかの有効ライン上にこの図柄の組み合わ
せが停止表示されることにより、メダルを新たに投入することなく前回の遊技と同じ条件
で再度遊技を行うことができる。
　また、図６に示すように、ボーナス役には、ＢＢ役と、ＲＢ役とがある。ＢＢ役は、「
赤７」「赤７」「赤７」の図柄の組み合わせにより構成される。そして、有効ライン上に
この図柄の組み合わせが停止表示されることにより、後述するビッグボーナスゲームへ移
行する。また、ＲＢ役は、「ＢＡＲ」「ＢＡＲ」「ＢＡＲ」の図柄の組み合わせにより構
成される。そして、有効ライン上にこの図柄の組み合わせが停止表示されることにより、
後述するレギュラーボーナスゲームへ移行する。
【００３２】
　なお、本実施の形態では、ボーナス役は、メダルの払い出しを行うことなく、特別遊技
へ移行するようになっているが、所定枚数（例えば１５枚）のメダルを払い出した後に、
特別遊技へ移行するように設定してもよい。
　（特別遊技制御手段80）
　特別遊技とは、遊技者にとって通常遊技よりも有利な遊技をいい、特別遊技制御手段80
は、特別遊技を制御するものである。
　特別遊技としては、ビッグボーナスゲーム（ＢＢゲーム）と、レギュラーボーナスゲー
ム（ＲＢゲーム）とがある。ＢＢゲームとは、所定の役の当選確率が通常遊技よりも高い
遊技を複数回実行可能な遊技であって、所定枚数（例えば３６９枚）のメダルの払い出し
により終了する遊技である。また、ＲＢゲームとは、ＢＢゲームと同じく、所定の役の当
選確率が通常遊技よりも高い遊技を複数回実行可能な遊技であって、ＢＢゲームよりも少
ない所定枚数（例えば９９枚）のメダルの払い出しにより終了する遊技である。
【００３３】
　また、本実施の形態では、特別遊技制御手段80は、特別遊技（ＢＢゲーム及びＲＢゲー
ム）中のメダルの払い出し枚数をカウントする払出枚数カウンタを有している。



(12) JP 2012-95958 A5 2012.11.15

　具体的には、通常遊技において、役抽選によりＢＢ役に当選すると、いずれかの有効ラ
イン上に、ＢＢ役に対応する「赤７」「赤７」「赤７」の図柄の組み合わせが当選した役
に応じて揃い得るようになり、「赤７」「赤７」「赤７」の図柄の組み合わせが揃い、停
止表示されると、ＢＢゲームへ移行する。
　ＢＢゲームへ移行すると、役抽選で所定の役に当選する確率が通常遊技中よりも高くな
るとともに、２枚のメダルのベットにより遊技が開始可能となり、図８に示すように、有
効ラインが中段ラインのみとなる。そして、有効ライン上に、当選した役に対応する図柄
の組み合わせが停止表示されると、当該役に応じた所定枚数のメダルが払い出されるとと
もに、払出枚数カウンタにより払い出されたメダルの枚数がカウントされる。
【００３４】
　そして、ＢＢゲーム中のメダルの累計払い出し枚数が所定枚数（例えば３６９枚）に達
すると、ＢＢゲームは終了して、通常遊技または後述する有利遊技へ移行する。
　また、通常遊技において、役抽選によりＲＢ役に当選すると、いずれかの有効ライン上
に、ＲＢ役に対応する「ＢＡＲ」「ＢＡＲ」「ＢＡＲ」の図柄の組み合わせが揃い得るよ
うになり、「ＢＡＲ」「ＢＡＲ」「ＢＡＲ」の図柄の組み合わせが揃い、停止表示される
と、ＲＢゲームへ移行する。
　ＲＢゲームへ移行すると、ＢＢゲームと同様の遊技が行われる。そして、有効ライン上
に、当選した役に対応する図柄の組み合わせが停止表示されると、当該役に応じた所定枚
数のメダルが払い出されるとともに、払出枚数カウンタにより払い出されたメダルの枚数
がカウントされる。
【００３５】
　そして、ＲＢゲーム中のメダルの累計払い出し枚数が所定枚数（例えば９９枚）に達す
ると、ＲＢゲームは終了して、通常遊技へ移行する。
　なお、本実施の形態では、特別遊技（ＢＢゲーム及びＲＢゲーム）は、所定枚数のメダ
ルの払い出しにより終了するものであるが、特別遊技の終了条件としては他の条件（例え
ば遊技回数）を設定することもできる。
　また、払出枚数カウンタによるカウントは、カウントアップによる方法でもカウントダ
ウンによる方法でもよい。
　（役抽選手段110）
　役抽選手段110は、スタートスイッチ30の操作を契機に、複数の役のいずれかに当選か
又はハズレかの役抽選を行うものである。役抽選手段110は、乱数発生手段と、乱数抽出
手段と、役抽選テーブルと、判定手段とを備えている。
【００３６】
　乱数発生手段は、役抽選用の乱数を、所定の範囲内（例えば、１０進数で０～６５５３
５）で発生させるものである。また、乱数抽出手段は、乱数発生手段が発生させた乱数を
、所定の契機（例えば、スタートスイッチ30の操作）で抽出するものである。なお、乱数
発生手段は、カウンタ回路などによって構成されるため、乱数発生手段が発生させる数値
は、厳密には乱数ではない。ただ、スタートスイッチ30が操作されるタイミングは、ラン
ダムであると考えられるため、乱数抽出手段が抽出する数値は、実質的には乱数として取
り扱うことができる。
　また、役抽選テーブルは、乱数発生手段が発生させる範囲内の各乱数について、複数の
役のいずれかに当選か又はハズレかをあらかじめ定めたものである。本実施の形態では、
役抽選テーブルには、通常遊技および後述する有利遊技において用いられる一般役抽選テ
ーブルと、ＢＢゲームおよびＲＢゲームにおいて用いられる特別役抽選テーブルとがある
。それらの抽選テーブルには、当選の領域と、ハズレの領域とが設定されている。なお、
当選の領域としては、１つの役にのみ当選する単独当選領域の他に、複数の役に同時に当
選する重複当選領域を設定することもできる。（なお、かかる重複当選領域を設定するよ
うな場合には、役抽選手段110による役抽選で、複数の役に重複当選すると、当選した複
数の役それぞれに対応する当選フラグが成立する。そして、このフラグの成立中に、いず
れかの有効ライン上に、役抽選で当選した役に対応する図柄の組み合わせが停止表示され
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ると、遊技者に対して、メダルの払い出しや、特別遊技等の利益が付与される。）
　また、判定手段は、乱数抽出手段が抽出した乱数と、役抽選テーブルとを照合して、複
数の役のいずれかに当選か又はハズレかの判定を行うものである。具体的には、判定手段
は、複数の役のいずれかに当選か又はハズレかの判定を行う際に、その時点における遊技
状態に対応する役抽選テーブルを適宜用いて、当該判定を行うものとなっている。
【００３７】
　そして、役抽選手段110による役抽選で、いずれかの役に当選すると、当選した役に対
応する当選フラグが成立する。
　ここで、当選フラグには、役抽選手段110による抽選の結果が、小役の当選である場合
に成立する小役当選フラグ（プラム当選フラグ、ベル当選フラグ、チェリー当選フラグ、
３択役青７当選フラグ、３択役白７当選フラグ、３択役赤７当選フラグ、及び有利遊技移
行当選フラグ）と、役抽選手段110による抽選の結果が、再遊技役の当選である場合に成
立する再遊技当選フラグと、役抽選手段110による抽選の結果が、ボーナス役の当選であ
る場合に成立するボーナス当選フラグ（ＢＢ当選フラグ及びＲＢ当選フラグ）とがある。
【００３８】
　そして、小役当選フラグ、及び再遊技当選フラグは、成立した遊技においてのみ有効と
なるものの、ボーナス当選フラグは、次の遊技へ持ち越すことができるものとなっており
、当選したボーナス役に対応する図柄の組み合わせがいずれかの有効ライン上に停止表示
されることにより消去されるものとなっている。
　（回胴演出抽選手段120）
　回胴演出抽選手段120は、スタートスイッチ30の操作を契機に、回転リール40による回
胴演出を実行するか否かの抽選を行うものである。回胴演出抽選手段120は、乱数発生手
段と、乱数抽出手段と、回胴演出抽選テーブルと、判定手段とを備えている。乱数発生手
段と、乱数抽出手段とは、役抽選手段110と同様のものである。回胴演出抽選テーブルは
、乱数発生手段が発生させる範囲内の各乱数について、回胴演出を実行するか否かを予め
定めたものである。また、判定手段は、乱数抽出手段が抽出した乱数と、回胴演出抽選テ
ーブルとを照合して、回胴演出を実行するのに当選か又はハズレかの判定を行うものであ
る。
【００３９】
　本実施の形態では、通常遊技中の所定の場合に、回胴演出制御手段170による回胴演出
を可能とするべく、回胴演出抽選手段120による抽選を行っている。この回胴演出抽選手
段120の抽選に当たった場合に限って、回胴演出制御手段170による回胴演出を実行してい
るものである。その際の抽選確率は、役抽選手段110の抽選の結果に応じて、種々変更し
た抽選確率を使用している。具体的には、ＢＢ役に当選している場合の抽選確率は、高確
率に設定し、その他の役の当選やハズレのときは、抽選を行わないように設定されている
ものである。なお、ＢＢ役の当選時のみ回胴演出が発生可能としているが、特にこれに限
定されることなく、他の役や、ハズレのときに発生可能としても良いし、また、通常遊技
ではなく、有利遊技等の他の所定の遊技中や、その移行役の当選時等に回胴演出の発生が
可能としてもよい。なお、役抽選手段110の抽選の結果等とは無関係に予め別個独立に設
定された数値を抽選確率に使用してもよい。
【００４０】
　（回転制御手段250）
　回転制御手段250は、スタートスイッチ30の操作を契機に、３個すべての回転リール40
の回転を開始させるとともに、３個すべての回転リール40の回転駆動を制御するものであ
る。具体的には、回転制御手段250は、スタートスイッチ30の操作を契機に、３個すべて
の回転リール40の回転を開始させて、その回転速度が所定の定常回転速度に達するまで速
度を増加させる。そして、回転制御手段250は、回転リール40の回転速度が所定の定常回
転速度に達したときには、回転リール40を所定の定常回転速度で定速回転させる定速処理
を行う。
【００４１】
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　また、本実施の形態では、回転制御手段250は、後述する回胴演出制御手段170から回胴
演出を開始する旨の信号が入力された場合には、回転リール40の回転を開始させてその回
転速度を増加させる処理の開始を一旦保留する。そして、回転制御手段250は、回胴演出
制御手段170から回胴演出を終了する旨の信号が入力されたことを契機に、回転リール40
の回転速度を所定の定常回転速度に調整する速度調整処理を開始する。
　具体的には、回転制御手段250は、速度調整処理を開始する際に、回転を停止している
回転リール40に対しては、回転を開始させて速度を増加させる速度調整処理を行い、その
後定速処理を行う。また、速度調整処理を開始する際に、所定の定常回転速度よりも遅い
速度で回転中の回転リール40に対しては、その回転速度が所定の定常回転速度に達するま
で速度を増加させ、その後、所定の定常回転速度を維持する定速処理を行う。なお、定常
回転速度が、それ以前の回転速度よりも低いような設定になっているような場合には、そ
の回転速度が所定の定常回転速度に達するまでの速度を減少させることになる。
【００４２】
　また、本実施の形態では、回転リール40を所定の定常回転速度で回転させるための移行
処理、いわゆる定常回転処理（速度調整処理）が終了してから、ストップスイッチ50の操
作が有効となるように形成されている。
　（ウェイト制御手段190）
　ウェイト制御手段190は、１回の遊技における遊技時間が、予め定められた所定時間（
以下、「ウェイト時間」と称す。）以下とならないように制御するものである。本実施の
形態では、ウェイト時間は、４．１秒に設定されている。また、本実施の形態では、ウェ
イト制御手段190は、計時手段150によりウェイト時間を計時している。具体的には、ウェ
イト制御手段190は、一の遊技において、回転制御手段250により回転リール40の回転が開
始されたことを契機に、計時手段150に計時を開始させる。そして、次の遊技において、
回転制御手段250により回転リール40の回転が開始されたことを契機に、計時手段150によ
る計時をリセットして再度計時を開始させる。そして、それ以降の遊技においても同様に
、毎遊技、回転制御手段250により回転リール40の回転が開始されたことを契機に、計時
手段150による計時をリセットして再度計時を開始させる。
【００４３】
　そして、ウェイト制御手段190は、遊技の開始に係るスタートスイッチ30が操作された
際における、計時手段150により計時される計時時間が４．１秒以下であった場合には、
回転制御手段250による、３個すべての回転リール40の回転を開始させる処理の開始を一
旦保留し、計時時間が４．１秒経過した後に、保留した回転制御手段250による当該処理
を開始させる。
　また、本実施の形態では、遊技の開始に係るスタートスイッチ30が操作されると、後述
する回胴演出制御手段170により、遊技の進行が遅延されるとともに、その間に回転リー
ル40を用いた演出である回胴演出（回転リール演出）が実行される場合がある。このよう
な場合には、ウェイト制御手段190は、スタートスイッチ30の操作を契機に、計時手段に
より計時される計時時間が４．１秒以下であるか否かを判断する。そして、計時時間が４
．１秒以下であった場合には、ウェイト制御手段190は、回転制御手段250による、３個す
べての回転リール40の回転を開始させる処理の開始を一旦保留するウェイト処理を実行し
、計時時間が４．１秒経過した後に、保留した回転制御手段250による当該処理を開始可
能とする。このとき、回胴演出制御手段170は、計時時間が４．１秒経過した後に、回胴
演出を実行する。すなわち、計時時間が４．１秒経過した後に、遊技の進行を遅延させて
、その間に回胴演出を実行する。なお、これに限定せず、回胴演出制御手段170による回
胴演出を実行する場合には、必ず４．１秒の制限をクリアするような設定時間になってい
るような場合には、上述したように、４．１秒経過した後に回胴演出を実行するのではな
く、スタートスイッチ30の操作時点で４．１秒を経過していなくても、回胴演出を実行す
るように形成してもよい。
【００４４】
　また、本実施の形態では、ウェイト制御手段190は、回胴演出が実行された場合には、
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回胴演出が終了して、回転制御手段250により回転リール40の回転が開始されたことを契
機に、計時手段に計時を開始させる。すなわち、ウェイト制御手段190は、回胴演出制御
手段170から回転制御手段250に回胴演出を終了する旨の信号が入力されて、回転制御手段
250により回転リール40の回転が開始されたことを契機に、計時手段に計時を開始させる
。
　なお、ウェイト制御手段190は、回転制御手段250により回転リール40の回転が開始され
たことを契機に、計時手段に計時を開始させるものであるがこれに限られるものではない
。例えば、回胴演出が実行される場合には、ウェイト制御手段190は、当該回胴演出開始
から終了までのうちのいずれかのタイミングから計時手段に計時を開始させるようにして
もよい。
【００４５】
　（停止制御手段130）
　停止制御手段130は、役抽選手段110の抽選の結果と、各ストップスイッチ50が操作され
た際における対応する回転リール40の回転位置とに基づいて、各回転リール40の回転を停
止させるものである。
　具体的には、停止制御手段130は、各ストップスイッチ50が操作された際における対応
する回転リール40の回転位置を、対応するインデックスが検知されてから対応するストッ
プスイッチ50が操作されるまでの間における対応するステッピングモータのステップ数で
特定しつつ、ストップスイッチ50が操作された時点で、有効ライン上に直ちに停止できる
図柄（すなわち、回転リール40の回転位置）を基準として、この図柄から回転方向に予め
定められた個数（最大スベリコマ数、例えば４コマ）移動した図柄までの範囲内で、対応
する回転リール40を停止させるように形成されている。
【００４６】
　そして、停止制御手段130は、役抽選手段110の抽選の結果がいずれかの役に当選の場合
には、各回転リール40の回転を停止させるに際し、当選した役に対応する図柄の組み合わ
せが、いずれかの有効ライン上に極力揃うように、かつ、当選した役以外の役に対応する
図柄の組み合わせについては、いずれの有効ライン上にも揃わないように、引き込み制御
及び蹴飛ばし制御を行い、一方、役抽選手段110の抽選の結果がハズレの場合には、各回
転リール40の回転を停止させるに際し、いずれの有効ライン上にも、いずれの役に対応す
る図柄の組み合わせも揃わないように、蹴飛ばし制御を行う。
　また、本実施の形態では、原則として、単独の当選フラグが別個独立に成立するもので
あるが、複数の当選フラグを同時に成立（重複当選）させるようにしてもよい。このよう
な場合に、停止制御手段130は、引き込み制御において、当選した複数の役のうちいずれ
の役を優先して引き込むかを予め設定している。具体的には、停止制御手段130は、引き
込み優先順位を、「再遊技役」＞「ボーナス役」＞「小役」に設定している。なお、その
引き込み優先順位を、「再遊技役」＞「小役」＞「ボーナス役」の順に設定してもよい。
【００４７】
　また、本実施の形態では、停止制御手段130は、図柄の停止位置を予め定めた停止テー
ブルを備え、上記した引き込み制御及び蹴飛ばし制御を、この停止テーブルを用いて行う
。
　具体的には、停止制御手段130は、１つのフラグ状態ごとに１つの停止テーブルを備え
ている。ここで、フラグ状態とは、例えばプラム当選フラグが成立している状態や、ベル
当選フラグが成立している状態などである。
　そして、例えば、プラム当選フラグが成立している状態において用いられる停止テーブ
ルである「プラム当選テーブル」には、プラム役に対応する図柄の組み合わせが、有効ラ
イン上に優先して揃い得るように、かつ、プラム役以外の役に対応する図柄の組み合わせ
については、有効ライン上に揃わないように設定されている。
【００４８】
　なお、停止制御手段130は、１つのフラグ状態および遊技状態ごとに、１つの停止テー
ブルを備えるようにしてもよい。なお、ここで、遊技状態とは、通常遊技であって、ボー
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ナス当選フラグが成立している状態（内部当選状態）や、通常遊技であって、ボーナス当
選フラグが成立していない状態（内部非当選状態）や、ＲＢゲームなどである。
　また、停止制御手段130は、引き込み制御及び蹴飛ばし制御を、所定の図柄を停止させ
るか否かを判断しながら制御を行うプログラム制御により行うようにしてもよい。
　（停止図柄判定手段140）
　停止図柄判定手段140は、すべての回転リール40の回転が停止した際に、いずれかの役
に対応する図柄の組み合わせがいずれかの有効ライン上に停止表示されているか否かを判
定し、この判定結果に基づいた制御を行うものである。すなわち、所定の役を構成する図
柄の組み合わせが停止表示された場合に、この停止表示された役に応じた信号を出力する
ように形成されている。
【００４９】
　具体的には、停止図柄判定手段140は、各制御手段に信号を出力する。そして、例えば
、小役に係る信号が入力された遊技制御手段27は、貯留払い出し手段65を作動させて所定
枚数のメダルを払い出すように制御する。また、例えば、再遊技役に係る信号が入力され
た遊技制御手段27は、再度の遊技の制御を行う。また、例えば、ボーナス役に係る信号が
入力された特別遊技制御手段80は、特別遊技を開始する。より具体的には、例えば、ＢＢ
役に係る信号が入力された特別遊技制御手段80は、ＢＢゲームを開始する。
　（計時手段150）
　計時手段150は、所定時間を計時するためのものであって、本実施の形態を実施するに
あたって、種々の時間を時間するものであり、複数のタイマー機構を備えているものであ
る。例えば、１回の遊技制限時間である４．１秒の計時も行うとともに、回胴演出制御手
段170による回胴演出の所定図柄が揃った状態（所定態様を維持した状態）で回転させる
時間等の計時等も行うものである。また、その他の種々の時間を、計時或いはカウントす
るためのものである。その方法は、所定時間までのカウントアップによるものであるが、
これに限定されず所定時間からのカウントダウンによるものでもよい。
【００５０】
　（回転位置判断手段161（回転位置検出手段160））
　回転位置判断手段161は、回転位置検知装置46からのインデックス47がインデックスセ
ンサ48を通過したタイミングと、その時点からのステッピングモーター64へのパルス信号
の入力数とに基づいて、各回転リール40の現在の回転位置を把握するためのものである。
この回転位置判断手段161と回転位置検知装置46（インデックス47及びインデックスセン
サ48）とにより、回転リール40の回転位置を検出する回転位置検出手段160を構成してい
る。これにより、予め定めた基準の位置、例えば、表示窓13の中段位置を中心として、そ
の上下の上段及び下段に現在、通過している図柄を回転中であってもリアルタイムで認識
することが可能となるものである。そして、そのデータは、インデックス47がインデック
スセンサ48を通過するごとに最新の正確なデータに更新されるように形成されている。そ
して、この回転位置判断手段161により検出された３つの回転リール40の回転中の回転位
置データは、更新される毎に、回胴演出中、回転位置判断手段161へ送出されるように形
成されている。なお、ここで、データの更新とは、インデックスセンサ48をインデックス
47が通過するごとに、回転位置判断手段161におけるパルス信号の入力数に基づくステッ
プ数のカウントが０にリセットされ、それに基づく基準位置等の種々のデータが適正なも
のになることを意味する。
【００５１】
　（回胴演出データ記憶手段210）
　回胴演出データ記憶手段210は、回胴演出制御手段170による回胴演出の時間や、その回
胴演出の実行内容とを予め定めた回胴演出データを記憶するものである。
　具体的には、回胴演出における各回転リールの回転速度や、その回転速度における時間
等のデータを予め記憶させているものである。
　（回胴演出制御手段170）
　回胴演出制御手段170は、回胴演出抽選手段120の抽選の結果、回胴演出を実行すること
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に決定した場合に、遊技の進行を遅延させるとともに、その間に回転リール40を用いた演
出である回胴演出（回転リール演出）を実行するものである。なお、このときの「遊技の
進行の遅延」は、一般に「フリーズ演出」などと称されるものである。
【００５２】
　また、本実施の形態では、回胴演出制御手段170は、回胴演出抽選手段120の抽選の結果
に基づいて、回胴演出データ記憶手段210から入手した回胴演出データによって、回胴演
出を実行するように形成されている。
　回胴演出制御手段170は、回転位置検出手段160により検出した特定図柄61aの位置を回
転中の複数の回転リール40同士で比較したときに特定図柄61aが複数の回転リール40によ
り構成される所定の配置態様のままで回転するように所定の回転リール40の回転態様を変
更させ、その後、その所定の配置態様を維持した複数の回転リール40を同一回転速度で回
転させる回胴演出を行うものである。本実施の形態では、回転態様として、回転リール40
の回転速度を変更させている。
【００５３】
　具体的には、回胴演出制御手段170は、図９及び図１０の時間Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤの間の
回胴演出を実行するものである。ここで、図９及び図１０に示す第１、第２及び第３の回
転リール40は、順に、左リール43、中リール44及び右リール45に設定され、左リール43を
基準として中リール44及び右リール45の回転速度を変更するように形成されているが、も
ちろん、これに限定されるものではなく、右リール45や中リール44を基準にしてもよいも
のである。
　先ず、図９及び図１０に示すように、時刻Ｔ１までに、左リール43の回転速度がＶ３と
なり、中リール44の回転速度がＶ４となり、右リール45の回転速度がＶ２となるように、
パルス信号の出力を制御する。そして、各回転リール40の回転速度をその設定した回転速
度で維持する。
【００５４】
　そして、回胴演出制御手段170は、左リール43及び右リール45の特定図柄61a（具体的に
は、ＢＢ役の「赤７」）の間隔を、回転位置判断手段161からの回転位置データから採取
し、左リール43と右リール45との回転速度差（Ｖ２－Ｖ３）から特定図柄61aが横並びに
並列して回転するまでの時間Ｂを算出して、その時間だけ回転させる。そして、回胴演出
制御手段170は、その後、右リール45の回転速度をＶ２からＶ３へ減速して、時刻Ｔ２に
到達したときに、左リール43及び右リール45の特定図柄61aとしての図柄「赤７」を横並
びに配置した状態で回転させるように、パルス信号を制御する。そして、回胴演出制御手
段170は、左リール43及び右リール45がその回転速度Ｖ３を維持して時刻Ｔ４迄、同一回
転速度Ｖ３で回転させる制御を行う。
【００５５】
　一方、回胴演出制御手段170は、左リール43及び中リール44の特定図柄61a（具体的には
、ＢＢ役の「赤７」）の間隔を、回転位置判断手段161からの回転位置データから採取し
、左リール43と中リール44との回転速度差（Ｖ３－Ｖ４）から特定図柄61aが横並びに並
列して回転するまでの時間（Ｂ＋Ｃ）を算出して、その時間（Ｂ＋Ｃ）だけ、かかる速度
差で回転させる。そして、回胴演出制御手段170は、その後、中リール44の回転速度をＶ
４からＶ３へ速度を増加して、時刻Ｔ３に到達したときに、左リール43及び中リール44の
図柄「赤７」を横並びに配置した状態で回転させるように、パルス信号を制御する。そし
て、回胴演出制御手段170は、左リール43及び中リール44はその回転速度Ｖ３を維持して
時刻Ｔ４迄、同一回転速度Ｖ３で回転させる制御を行う。
【００５６】
　これにより、回胴演出制御手段170は、時刻Ｔ３からＴ４まで、３個の回転リール40の
図柄「赤７」を横並びに並列させた状態で、回転させる回胴演出を実施することができる
。
　回胴演出制御手段170は、回転位置判断手段161からの回転リール40の回転位置データ及
び回胴演出データ記憶手段210に記憶させている回転速度及び維持時間等のデータに基づ
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き、内部の演算手段により時間等を算出しているものである。そして、この演算算出は、
回転位置判断手段161からの最新の回転位置データの更新により、その都度、演算結果の
修正を行いながら実行しているものである。すなわち、回胴演出制御手段170は、回転リ
ール40を制御するのに回転位置及び回転速度から算出される所定の時間等の時間経過情報
と、回転位置判断手段161から入ってくる回転リール40の回転位置情報との両方で、回転
リール40を制御しているものである。なお、回胴演出制御手段170は、これに限定される
ことなく、所定の時間経過情報を主として回転リール40を制御してもよく、また、回転位
置情報を主として回転リール40を制御してもよい。
【００５７】
　例えば、現在の図柄位置情報だけを判定して、その判定結果が所定の図柄位置になるま
で、所定の回転速度を継続するように制御し、所定の図柄位置となったときに回転速度を
変更等するように形成してもよい。
　また、例えば、回胴演出制御手段170は、回胴演出開始時に、各回転リール40について
、所定の回転速度で所定の時間、回転させることをセットする。そして、計時手段150の
タイマー手段が、タイムアップしたら、次の処理（回転速度Ｖ３での回転処理）を行う。
そこで、さらに計時手段150のタイマー手段によるタイマーをセットし、その状態（回転
速度Ｖ３）で予め定めた所定時間が経過し（タイムアップし）、時刻に到達したら、そこ
から速度調整処理等に移行するように、主に時間経過を判定するだけで制御するように形
成してもよい。
【００５８】
　なお、回胴演出制御手段170は、上述したように、採取した各種データに基づいて内部
の演算手段により回転リール40の回転を制御しているが、特にこのようなものに限定され
るものではなく、最初の停止位置データから、予め全ての位置データ及びその位置データ
から算出される回転速度及びその維持時間等を記録したデータテーブルを、回胴演出デー
タ記憶手段210に設けておき、当初の停止位置データ及び予め記憶したデータに基づいて
、回転リール40を制御するようにしてもよい。
　また、ここでは、３個の回転リール40の図柄「赤７」を、上段ラインＬ１、中段ライン
Ｌ２及び下段ラインＬ３に対応すべく、同一回転速度で横並びに並列した状態を所定の配
置態様として、回転させているが、特にこれに限定されるものではない。例えば、右上り
ラインＬ４に対応すべく、右上り斜めに１個ずつずれた状態で図柄「赤７」を配置したも
のを所定の配置態様として、回転させるようにしてもよい。また、右下りラインＬ５に対
応すべく、右下り斜めに１個ずつずれた状態で図柄「赤７」を配置したものを所定の配置
態様として、回転させるようにしてもよい。また、その他の折れ線状のラインが設定され
ているような場合には、かかる折れ線状等のラインを想起する（対応する）ことができる
ような配置態様に、図柄「赤７」を配置してもよいものである。
【００５９】
　なお、本実施の形態は、いわゆるフリーズ演出期間中に回胴演出を実施しているもので
あるが、回胴演出制御手段170とは別にフリーズ制御手段を設けて上述したような回胴演
出を行わない、遊技の進行を遅延させるフリーズ演出だけを実施するように形成してもよ
い。
　（再配置制御手段180）
　再配置制御手段180は、回胴演出制御手段170による回胴演出後、ストップスイッチ50に
よる停止操作が可能となる前に、回転中の複数の回転リール40の特定図柄61aの位置を所
定の配置態様から崩れたものが表示窓13に表示可能な状態で回転するように所定の回転リ
ール40の回転態様を変更させる。そして、その後、再配置制御手段180は、その所定の配
置態様を崩したものが表示窓13に表示可能な状態で複数の回転リール40を同一回転速度で
回転させるものである。
【００６０】
　そして、本実施の形態に係る遊技機10は、再配置制御手段180により回転中の各回転リ
ール40において特定図柄61aの所定の配置態様を崩した状態で、回転リール40を回転させ
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た後、所定の回転速度に到達してからストップスイッチ50による停止操作が可能となるよ
うに形成されている。
　なお、ここで、通常、回転リール40による回胴演出を行わないような場合には、回転リ
ール40は、回転停止状態から回転を開始して、回転速度を増加させ、その後、所定時間を
経過して、回転速度が一定の安定したものとなる（速度調整処理）。かかる安定した回転
速度を、定常回転速度と定義し、本実施の形態では、定常回転速度をＶ１として設定して
いる。
【００６１】
　具体的には、再配置制御手段180は、回胴演出制御手段170による回胴演出後、ストップ
スイッチ50による停止操作が可能となる前に、一部又は全部の回転中の複数の回転リール
40同士で所定タイミング時における特定図柄61aの位置を比較したときに、所定の回転リ
ール40の特定図柄61aの位置から、所定方向（例えば、回転リール40の回転方向）に向か
って他の回転リール40の特定図柄61aの位置までの間隔が所定図柄数以上、離れた位置と
なることで特定図柄61aの位置を所定の配置態様から崩れるように一部又は全部の回転リ
ール40の回転態様を変更させる。なお、このように変更させることを「離間再配置」とす
る。そして、再配置制御手段180は、その後、その離間再配置されたものが表示窓に表示
可能な状態で複数の回転リール40を同一回転速度で回転させる。そして、更に、再配置制
御手段180は、回転中の回転リール40の特定図柄61aの位置が離間再配置の状態で、回転リ
ール40の回転速度を増加させて、所定の回転速度である定常回転速度に移行させる。
【００６２】
　本実施の形態に係る遊技機10は、再配置制御手段180により回転中の回転リール40の特
定図柄61aの位置が離間再配置されたものが表示窓に表示可能な状態で、回転リール40を
回転させた後、ストップスイッチ50による停止操作が可能となるように形成されている。
　更に、具体的には、再配置制御手段180は、図９及び図１０の時間Ｅ、Ｆ、Ｇ、Ｈの間
の回転リール40の回転を制御するものである。
　先ず、図９及び図１０に示すように、時刻Ｔ４までにおいて、回胴演出制御手段170に
より所定の配置態様（「赤７」が並列状態）で３個の回転リール40が同一回転速度Ｖ３で
回転している。そして、時刻Ｔ４において、再配置制御手段180は、中リール44を回転速
度Ｖ２まで速度を増加し、右リール45を回転速度Ｖ４まで減速し、左リール43は回転速度
Ｖ３を維持するようにパルス信号を出力を制御する。そして、各回転リール40の回転速度
をその設定した回転速度で維持する。
【００６３】
　そして、再配置制御手段180は、左リール43及び中リール44の特定図柄61a（具体的には
、ＢＢ役の「赤７」）の間隔を、回転位置判断手段161からの回転位置データから絶えず
採取する。そして、再配置制御手段180は、左リール43と中リール44との回転速度差（Ｖ
２－Ｖ３）から特定図柄61aが横並びに並列して回転する位置から、左リール43を基準と
して中リール44を回転方向にカウントすると７コマ（反対方向にカウントすると１４コマ
）、離れるまでの最短時間Ｅを算出して、その時間Ｅだけ回転させる。なお、ここで、２
つの回転リール40の図柄「赤７」が７コマ離れるとは、２つの回転リール40が横並びに図
柄「赤７」が並んだ状態を０コマとしてカウントし、一方が１コマ分だけ回転すると、１
コマ離れるものとしてカウントし、一方が２コマ分だけ回転すると、２コマ離れたものと
してカウントし、同様に繰り返して、一方が７コマ分だけ回転すると、２つの回転リール
40の図柄「赤７」は、７コマ離れるものとしてカウントする。すなわち、７コマ離れる状
態では、両方の図柄「赤７」が横並びに並んだ状態と比較して、横並びに並んだ状態の図
柄「赤７」から移動した図柄「赤７」との間に、６個の図柄が存在している状態を意味す
る。
【００６４】
　ここで、上述した２つの回転リール40の図柄「赤７」を離すコマ数は、以下のような考
え方で設定されているものである。この特定図柄61aを離すコマ数は、遊技者のストップ
スイッチ50の操作による停止操作を行ってから停止するまでの制限時間（例えば１９０ｍ
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ｓ）と、回転リール40の回転速度と、回転リール40の周囲の図柄数（コマ数）と、有効ラ
インの数及び配置との各要素によって決定されているものである。したがって、上記各要
素が異なるような場合には、特定図柄61aを離すコマ数は、異なるものとなりうる。
　具体的には、遊技者のストップスイッチ50の操作による停止操作を行ってから、停止す
るまでの時間は１９０ｍｓ以内に設定されている。なお、この１９０ｍｓ以内に停止しな
ければならない制限の下、所定の停止テーブルが設定されてある。そして、回転リール40
の回転速度が約８０ｒｐｍに設定され、１つの回転リール40の周囲には、２１コマ（個）
の図柄が配置されてあり、上述した停止操作から１９０ｍｓ以内の時間制限下での最大引
き込みコマ数は４コマとなる。このため、図７に示すような５本の有効ラインが設定され
ているような場合には、当該遊技機10では、表示窓13の上段、中段、下段に表示される３
コマと、最大引き込みコマ数である４コマとを合算しても、合計７コマであり、引き込み
を考慮して表示窓13に表示可能な最大コマ数は、７コマとなる。上述したような条件にお
いては、７コマ離れた状態では、ストップスイッチ50の押下操作で引き込みを考慮しても
、７コマ離れた２つの図柄「赤７」が表示窓13に同時に引き込み可能な状態になることは
絶対無いように設定されている。
【００６５】
　一方、図８に示すように、有効ラインが中段ラインＬ２の１ラインのみであって、その
他の条件が上述したものと同一である場合には、表示窓13の中段に表示される１コマと、
最大引き込みコマ数である４コマとを合算すると、引き込みを考慮して表示窓13に表示可
能な最大コマ数は、合計５コマとなる。したがって、かかる場合には、特定図柄61aを離
すコマ数は、５コマ以上（実際には、５、６又は７）の間隔であればよいことになる。
　このように、２つの回転リール40の図柄「赤７」を離すコマ数は、停止操作からの制限
時間、回転リール40の回転速度、回転リール40の周囲の図柄のコマ数、有効ラインの数及
び配置の要素が変わることにより、変更するものである。
【００６６】
　具体的には、例えば、回転リール40の回転速度が速くなれば引き込めるコマ数が増加す
る。また、回転リール40の総図柄数（コマ数の合計）が増えれば、引き込めるコマ数も増
加する。また、有効ラインについて、第２番目の停止操作（いわゆる第２停止操作）を行
うまでの時点において、引き込める箇所が増加するほど、すなわち、第２停止停止操作の
時点で、役を停止表示可能な有効ラインが増加するほど、引き込めるコマ数が増加する。
　以下、２つの回転リール40の図柄「赤７」を離すコマ数を７コマとして説明する。
　再配置制御手段180は、その後、中リール44の回転速度をＶ２からＶ３へ減速して、時
刻Ｔ５に到達したときに、左リール43及び中リール44の図柄「赤７」を、７コマ離れた状
態で回転させるように、パルス信号を制御する。そして、再配置制御手段180は、左リー
ル43及び中リール44はその回転速度Ｖ３を維持して時刻Ｔ７迄、同一回転速度Ｖ３で回転
させる制御を行う。
【００６７】
　一方、再配置制御手段180は、左リール43及び右リール45の特定図柄61a（具体的には、
ＢＢ役の「赤７」）の間隔を、回転位置判断手段161からの回転位置データから絶えず採
取する。そして、再配置制御手段180は、左リール43と右リール45との回転速度差（Ｖ３
－Ｖ４）から特定図柄61aが横並びに並列して回転する位置から、左リール43を基準とし
て右リール45を回転方向にカウントすると１４コマ（反対方向にカウントすると７コマ）
となるまでの時間（Ｅ＋Ｆ）を算出して、その時間（Ｅ＋Ｆ）だけ、かかる速度差で回転
させる。そして、再配置制御手段180は、その後、右リール45の回転速度をＶ４からＶ３
へ速度を増加して、時刻Ｔ６に到達したときに、左リール43及び右リール45の図柄「赤７
」を、当該所定コマ数離れた状態で回転させるように、パルス信号を制御する。そして、
再配置制御手段180は、左リール43及び右リール45がその回転速度Ｖ３を維持して時刻Ｔ
７迄、同一回転速度Ｖ３で回転させる制御を行う。
【００６８】
　これにより、再配置制御手段180は、時刻Ｔ６からＴ７まで、右リール45及び中リール4
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4の図柄「赤７」を、左リール43の特定図柄61aの位置から７コマ離れた状態、すなわち、
図５に示すような相対位置関係の状態で、回転させることができる。これにより、再配置
制御手段180は、図柄「赤７」が横並びに並列した状態である配置態様から、その配置態
様を崩した状態で同一回転速度で回転リール40を回転させることができる。
　再配置制御手段180は、回胴演出制御手段170と同様に、回転位置判断手段161からの回
転リール40の回転位置データ及び回胴演出データ記憶手段210に記憶させている回転速度
及び維持時間等のデータに基づき、内部の演算手段により時間等を算出しているものであ
る。そして、この演算算出は、回転位置判断手段161からの最新の回転位置データの更新
により、その都度、演算結果の修正を行いながら実行しているものである。すなわち、再
配置制御手段180は、回胴演出制御手段170と同様に、回転リール40を制御するのに回転位
置及び回転速度から算出される所定の時間等の時間経過情報と、回転位置判断手段161か
ら入ってくる回転リール40の回転位置情報との両方で、回転リール40を制御しているもの
である。なお、再配置制御手段180は、回胴演出制御手段170と同様に、これに限定される
ことなく、所定の時間経過情報を主として回転リール40を制御してもよく、また、回転位
置情報を主として回転リール40を制御してもよい。
【００６９】
　なお、再配置制御手段180は、上述したように、採取した各種データに基づいて内部の
演算手段により回転リール40の回転を制御しているが、特にこのようなものに限定される
ものではなく、予め全ての位置データ及びその位置データから算出される回転速度及びそ
の維持時間等を記録したデータテーブルを、回胴演出データ記憶手段210に設けておき、
当初の停止位置データ及び予め記憶したデータに基づいて、回転リール40を制御するよう
にしてもよい。
　また、ここでは、３個の回転リール40の図柄「赤７」を、左リール43から７コマだけ、
右リール45及び中リール44は離れるように制御しているが、特にこの７コマに限定される
ものではない。
【００７０】
　（有利遊技制御手段220）
　有利遊技制御手段220は、有利遊技を制御するものである。本実施の形態に係る有利遊
技制御手段220は、有利遊技として、表示装置68に、役抽選手段110の抽選の結果を示唆す
る情報を表示させることにより、当選した小役を遊技者に対して告知する、という態様の
遊技を行う。このような態様の有利遊技は、アシストタイム（ＡＴ）などと呼ばれるもの
である。この有利遊技は、有利遊技移行役を有効ラインに停止表示させることにより、所
定遊技回数だけ実施可能となるように形成されている。遊技者は、表示装置68に表示され
た情報を見て、当選した小役に対応する図柄の組み合わせがいずれかの有効ライン上に停
止するようタイミングを図ってストップスイッチ50を操作することにより、告知がない場
合と比較してより多くの小役に対応する図柄の組み合わせを有効ライン上に停止表示させ
ることができ、ひいてはより多くの枚数のメダルを獲得することができる。これにより、
有利遊技としてのアシストタイム（ＡＴ）は、遊技者にとって通常遊技よりも有利な遊技
となっている。
【００７１】
　具体的には、図６に示すように、小役としての３択役青７（青７、プラム、プラム）、
３択役白７（白７、プラム、プラム）、３択役赤７（赤７、プラム、プラム）がある。図
５に示すように、左リール43において、図柄「青７」と、図柄「白７」と、図柄「赤７」
とは、例えば、表示窓13に停止又は引き込み可能な最大引き込み可能範囲が７コマの範囲
である場合には、１個しか存在していない。このため、小役としての３択役青７、３択役
白７、３択役赤７のうち、いずれかの役が当選している場合には、目押しの技量に優れた
ものであっても、いずれの役が当選しているか報知されない場合には、その引き込み確率
は３分の１となる。それに対して、ＡＴ中では、かかる小役としての３択役青７、３択役
白７、３択役赤７のうち、いずれの役が当選しているかを特定して遊技者に報知する。こ
れにより、当選した図柄を有効ライン上に停止させることができる可能性が飛躍的に増加
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して、獲得できるメダル枚数を増加させることができるものである。
【００７２】
　なお、本実施の形態では、回胴演出制御手段170による回胴演出は、通常遊技中にのみ
実施可能に形成されており、特別遊技及び有利遊技中には実施されないように形成されて
いる。しかし、これに限定されることなく、有利遊技中にも回胴演出制御手段170による
回胴演出を実施するように形成してもよい。これにより、回胴演出による報知も加わり、
遊技者に更に当選情報の報知の機会を付与することができる。
　（演出データ記憶手段230）
　演出データ記憶手段230は、実行する演出の演出データと、演出を実行する確率である
実行確率を予め定めた実行確率データとを記憶するものである。演出の実行内容は、表示
装置68の表示、演出用ランプ17の点灯・点滅、スピーカからの発音などにより構成されて
いる。
【００７３】
　（演出制御手段240）
　演出制御手段240は、演出を実行するものである。本実施の形態では、演出制御手段240
は、役抽選手段110による役抽選の結果に基づいて、演出データ記憶手段230からの演出デ
ータに基づいて、対応する演出を、演出抽選の結果により、実行可能とするように形成さ
れている。
　（遊技機10の動作）
　以下、図１１及び図１２に示すフローチャートに基づいて、本実施の形態に係る遊技機
10の動作の概略を説明する。
【００７４】
　まず、遊技機10の遊技制御装置21における処理であるメイン制御処理について通常遊技
のフローを説明する。
　図１１に示すステップ１１０において、前回遊技において、再遊技役の図柄が有効ライ
ン上に停止表示されたか否かが判定される。そして、再遊技役の図柄が停止表示されたと
判定された場合、ステップ１１１に進み、停止表示されないと判定された場合、ステップ
１１２に進む。
　ステップ１１２において、所定枚数のメダルがベットされたか否かが判定される。そし
て、ベットされたと判定された場合、ステップ１１３に進み、ベット処理が行われ、ベッ
トされていないと判定された場合、ステップ１１２の前に戻る。
【００７５】
　ステップ１１１において、再遊技のベット処理が行われる。具体的には、遊技機10の内
部の制御によりクレジット数を減らすことなく、遊技開始の条件としてのメダルが、遊技
者が投入することなく、自動的に内部投入されるものである。そして、ステップ１１４に
進む。
　ステップ１１４において、スタートスイッチ30の操作が行われたか否かの判定が行われ
、操作が行われたと判定された場合、次のステップ１１５に進み、操作が行われないと判
定された場合、ステップ１１４の前に戻る。
　ステップ１１５において、役抽選手段110により役抽選処理が行われる。そして、次の
ステップ１１６に進む。
【００７６】
　ステップ１１６において、回胴演出抽選手段120により回胴演出抽選処理が行われる。
なお、この回胴演出抽選処理では、所定の条件を満たした場合のみ実際の抽選が実行され
、所定の条件を満たしていない場合には抽選が実行されない。もちろん、条件を満たして
いない場合の抽選確率を０にして全ての場合に抽選を実行するようにしてもよい。そして
、次のステップ１１７に進む。
　ステップ１１７において、ウェイト制御手段190により、ウェイト時間を計時する計時
手段により計時される計時時間が４．１秒以下であるか否かが判断される。ここで、４．
１秒以下であると判断されると、ステップ１１８に進む。一方、４．１秒以下でない、す



(23) JP 2012-95958 A5 2012.11.15

なわち４．１秒を超えていると判断されると、ステップ１１９に進む。
【００７７】
　ステップ１１８において、ウェイト制御手段190によりウェイト処理が行われる。そし
て、次のステップ１１９に進む。
　ステップ１１９において、回胴演出抽選手段120の抽選の結果に基づいて、回胴演出を
行うか否かが判定される。そして、回胴演出を行うと判定された場合、次のステップ１２
０に進み、回胴演出を行わないと判定された場合、ステップ１２１に進む。
　ステップ１２０において、回胴演出制御手段170により回胴演出処理及び再配置処理が
実施される。そして、次のステップ１２１に進む。
　ステップ１２１において、回転リール40の定常回転速度への回転移行処理が行われる。
そして、次のステップ１２２に進む。
【００７８】
　ステップ１２２において、ストップスイッチ50が操作されたか否かが判定される。そし
て、ストップスイッチ50が操作されたと判定された場合、次のステップ１２３に進み、操
作されていないと判定された場合、ステップ１２２の前に戻る。
　ステップ１２３において、停止制御手段130により、操作されたストップスイッチ50に
対応する回転リール40の停止制御が行われる。そして、次のステップ１２４に進む。
　ステップ１２４において、遊技制御手段27により、全ての回転リール40の回転が停止し
たか否かが判断される。ここで、全ての回転リール40の回転が停止したと判断されると、
ステップ１２５に進む。一方、全ての回転リール40の回転が停止していないと判断される
と、ステップ１２２に戻る。
【００７９】
　ステップ１２５において、停止図柄判定手段140により、いずれかの役に対応する図柄
の組み合わせが、いずれかの有効ライン上に停止表示されたか否かが判断される。ここで
、停止表示されたと判断されると、ステップ１２６に進む。一方、停止表示されていない
と判断されると、当該処理が終了する。
　ステップ１２６において、遊技制御手段27により、停止表示された図柄の組み合わせに
対応する役に応じた処理が行われる。例えば、いずれかの小役に対応する図柄の組み合わ
せが停止表示された場合には、当該役に応じた枚数のメダルの払い出しが行われる。そし
て、当該処理が終了する。
【００８０】
　次に上述した回胴演出処理及び再配置処理のフローについて説明する。
　図１２に示すステップ２１１において、回胴演出制御手段170により、３つの回転リー
ル40を別々の回転速度で回転を開始させる。そして、次のステップ２１２に進む。
　ステップ２１２において、左リール43（左回胴）と右リール45（右回胴）は、指定の図
柄位置（配置態様）か否かが判定される。具体的には、所定の時間経過情報及び図柄位置
情報に基づいて、左リール43及び右リール45の図柄「赤７」が、横並びの並列状態で回転
しているか否かが判定されるものである。そして、かかる図柄位置（配置態様）であると
判定された場合、次のステップ２１３に進む。一方、かかる図柄位置でないと判定された
場合、ステップ２１２の前に戻る。
【００８１】
　ステップ２１３において、左リール43と右リール45の回転速度を同一の回転速度Ｖ３に
合わせる。そして、次のステップ２１４に進む。
　ステップ２１４において、左リール43（左回胴）と中リール44（中回胴）は、指定の図
柄位置（配置態様）か否かが判定される。具体的には、所定の時間経過情報及び図柄位置
情報に基づいて、左リール43及び中リール44の図柄「赤７」が、横並びの並列状態で回転
しているか否かが判定されるものである。そして、かかる図柄位置（配置態様）であると
判定された場合、次のステップ２１５に進む。一方、かかる図柄位置でないと判定された
場合、ステップ２１４の前に戻る。
【００８２】
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　ステップ２１５において、左リール43と中リール44の回転速度を同一の回転速度Ｖ３に
合わせる。そして、次のステップ２１６に進む。
　なお、上述したステップ２１１から２１５までにおいて、右リール45、中リール44の順
で速度を合わせているが、合わせる回転リール40の順番は、これに限定されるものではな
く、中リール44から右リール45の順に速度を合わせるようにしてもよい。また、これは、
基準となる回転リール40を左リール43ではなく、別の回転リール40にした場合も同様であ
って、速度を合わせる順番は、残りの２つの回転リール40のうちいずれの順番に形成する
こともできる。具体的には、例えば、図１０を、右リール45が時刻Ｔ３まで回転速度Ｖ２
を維持し、中リール44が時刻Ｔ２まで回転速度Ｖ４を維持するようなものにすることで可
能になる。また、例えば、図９及び図１０を、右リール45のグラフと中リール44のグラフ
とを入れ替えたようなグラフ（右リール45のグラフが中リール44となり、中リール44のグ
ラフが右リール45となる）にすることで簡単に実行可能なものである。
【００８３】
　ステップ２１６において、所定時間経過後、再配置制御手段180により３つの回転リー
ル40の回転速度を別々の回転速度にそれぞれ変更する。そして、次のステップ２１７に進
む。
　ステップ２１７において、左リール43を起点として、中リール44は、所定方向（回転リ
ール40の回転方向）にカウントして所定コマ数だけ離れた位置か否かが判定される。具体
的には、所定の時間経過情報及び図柄位置情報に基づいて、左リール43の図柄「赤７」か
ら、中リール44の図柄「赤７」が所定方向（回転リール40の回転方向）に７コマ（反対方
向からカウントすると１４コマ）離れた位置か否かが判定されるものである。そして、か
かる所定位置であると判定された場合、次のステップ２１８に進む。一方、かかる所定位
置でないと判定された場合、ステップ２１７の前に戻る。
【００８４】
　ステップ２１８において、左リール43を起点として、右リール45は、所定方向（回転リ
ール40の回転方向であって、ステップ２１７の所定方向と同一方向。なお、ステップ２１
７の所定方向と同一方向であれば、反回転方向でもよい）にカウントして他の所定コマ数
だけ離れた位置か否かが判定される。具体的には、所定の時間経過情報及び図柄位置情報
に基づいて、左リール43の図柄「赤７」から、右リール45の図柄「赤７」が所定方向（回
転リール40の回転方向）にカウントして１４コマ（反対方向からカウントすると７コマ）
離れた位置か否かが判定されるものである。そして、かかる所定位置であると判定された
場合、当該処理は終了する。一方、かかる所定位置でないと判定された場合、ステップ２
１８の前に戻る。
【００８５】
　なお、上述したステップ２１７から２１８までにおいて、中リール44、右リール45の順
で、離すようにしているが、その離す回転リール40の順番は、これに限定されるものでは
なく、右リール45から中リール44の順に離すようにしてもよい。また、これは、基準とな
る回転リール40を左リール43ではなく、別の回転リール40にした場合も同様であって、離
す順番は、残りの２つの回転リール40のうちいずれの順番に形成することもできる。
　上記フローでは、左リール43と中リール44とが所定方向（回転方向）に所定コマ数離れ
、その所定コマ数のカウントする方向を同一方向にするとともに左リール43と右リール45
とが所定方向（回転方向）に所定コマ数とは異なるコマ数離れていることで、右リール45
と中リール44との特定図柄61aが横並びに配置されないように担保されている。しかし、
単に、２図柄の間のコマ数をカウントする方向に関係なく検出しているような場合には、
右リール45と中リール44の特定図柄61aが横並びに配置されないように、上述したステッ
プ２１７、２１８の代わりに「右リール45と左リール43とは所定コマ数離れ、且つ左リー
ル43と中リール44とは所定コマ数離れ、且つ中リール44と右リール45とは所定コマ数離れ
たか？」としてもよい。これにより、そのような場合であっても、左リール43と右リール
45との特定図柄61aが所定コマ数離れ、左リール43と中リール44との特定図柄61aが所定コ
マ数離れ、中リール44と右リール45との特定図柄61aが所定コマ数離れた状態にすること
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ができる。
【００８６】
　（作用・効果）
　本実施の形態によれば、回胴演出制御手段170は、通常遊技中、回胴演出抽選手段120の
抽選の結果、回胴演出を実行することに決定した場合、ストップスイッチ50の操作が可能
となる前の回転リール40の回胴演出中に、図柄「赤７」を横並びに並列状態に配置した所
定の配置態様のままで回転するように３個の回転リール40の速度を変更させる。具体的に
は、時刻Ｔ１からＴ３の間の時間（Ｂ＋Ｃ）の間に、３個の回転リール40の図柄「赤７」
を揃えた状態にする。そして、時刻Ｔ３からＴ４の時間Ｄの間、かかる所定の配置態様を
維持した状態で３個の回転リール40を同一回転速度で回転させる。これにより、３個の回
転リール40において、通常遊技よりも遊技者の多くの利益を付与可能なＢＢゲームへ移行
することが可能なＢＢ役の図柄である図柄「赤７」が並列状態である配置態様となった状
態で回転するように揃わせることができる。このため、所定の利益付与の期待感を煽るこ
とができる。
【００８７】
　その後、再配置制御手段180が、回転中の回転リール40を、図柄「赤７」の並列状態で
ある配置態様から崩れるように、３個の回転リール40の回転速度をそれぞれ別個に変更さ
せる。そして、３個の回転リール40のかかる配置態様を崩した状態にすることができ、そ
の崩れた状態で所定の回転速度で回転させる。これにより、図柄「赤７」の並列状態であ
る配置態様が、回転リール40の回転中に崩れて、目押しの補助となることがない。したが
って、目押しの技量に熟練した遊技者にとっても、目押しの面白みが半減することもなく
、遊技の興趣を向上させることができる。
　（回胴演出における回転リール40の回転態様の一部変形例）
　本実施の形態では、回転位置検出手段160により検出した特定図柄61aである図柄「赤７
」の位置を回転中の複数の回転リール40同士で比較したときに図柄「赤７」が複数の回転
リール40により構成される所定の配置態様のままで、すなわち図柄「赤７」が揃った状態
で表示窓13に表示可能な状態で回転するように全回転リール40の回転態様を変更させ、そ
の後、その所定の配置態様を維持した状態で複数の回転リール40を同一回転速度で回転さ
せている。
【００８８】
　ここで、図１０の時間Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤにおいて行われる「回胴演出における回転態様
」には、種々の一部変形例が考えられる。以下に種々の回転態様の内容について記載する
。なお、以下の一部変形例において、図９の説明と同様に、図面では、実線で左リール43
、一点鎖線で中リール44を、二点鎖線で右リール45を表している。
　（回胴演出における回転態様（１））
　先ず、図１３に示すように、回転リール40の回転速度を異なるように変更させているも
のである。ここで、図１３は、図１０の３個の回転リール40の回転速度の変化を示した概
念図のうちの回転開始初期の部分を拡大したものである。ここでは、回転開始とともに３
個の回転リール40の回転加速度をそれぞれ異ならせて回転させ、そして、時刻Ｔ１に到達
したときに、３個の回転リール40の回転速度がＶ２、Ｖ３、Ｖ４に到達している。その後
、既に説明したように、３個の回転リール40の回転速度を上述したように変えることで、
左リール43と、中リール44と、右リール45との図柄「赤７」の回転中の相対位置を揃えて
いる。この回胴演出制御手段170による「回転態様を変更」させるのは、上述したものに
限定されるものではない。
【００８９】
　（回胴演出における回転態様（２））
　例えば、図１４に示すように、３個の回転リール40の回転開始とともに、回転加速度は
、３個の回転リール40で同一に設定してもよい。そして、各回転リール40は、それぞれ回
転速度Ｖ２、Ｖ３、Ｖ４に到達すると各速度で回転を維持し、左リール43との回転速度差
で所定時間だけ回転することにより、図柄「赤７」を回転中、相対的に揃えて表示窓13に
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表示可能な状態にすることができる。
　（回胴演出における回転態様（３））
　また、回転開始前の停止位置の配置態様が前回遊技の停止位置の記憶等によって把握さ
れる場合には、３個の回転リール40の回転を、同時に開始させるのではなく、図１５に示
すように、回転開始タイミングをずらすことにより、所定の図柄「赤７」を回転中、相対
的に揃えることができる。具体的には、図１５に示すように、先ず、左リール43（図１５
の実線）の回転を開始し、一定の回転加速度で、回転速度を増加させる。そのとき、中リ
ール44及び右リール45は停止した状態のままである。そして、左リール43は、時刻Ｍ１に
到達したときに、回転速度Ｖ２に到達し、速度Ｖ２の一定速度で回転を維持する。そして
、その後、時刻Ｍ２において、右リール45（図１５の二点鎖線）の回転を開始した後、時
刻Ｍ３において、中リール44（図１５の一点鎖線）の回転を開始させる。その回転開始タ
イミングをずらすことにより、時刻Ｍ４で左リール43と右リール45との図柄「赤７」が横
並びに揃った状態のまま回転速度Ｖ２で回転を維持する。そして、時刻Ｍ５において、左
リール43と中リール44との図柄「赤７」が横並びに揃った状態のまま回転速度Ｖ２で回転
を維持し、結果として、３個の回転リール40は、図柄「赤７」を横並びに維持した状態で
回転を維持することになる。その時刻Ｍ５以降の回転リール40の回転態様の動作は、第１
の実施の図１０の時刻Ｔ３以降と同様である。
【００９０】
　このように、回転リール40の回転開始タイミングをずらすことにより、回転リール40の
回転加速度及び回転速度は、３個の回転リール40で全て同一に設定することができる。こ
れにより、回転リール40の回転制御プログラミングの製作において、変動させるパラメー
タを時間だけに設定して、回転加速度及び回転速度は、全て共通にすることができ、制御
プログラミングを容易なものにすることができる。
　なお、かかる場合には、前回の遊技において、回転リール40の停止位置を記憶し、その
記憶を今回の遊技まで維持する必要があるため、その記憶手段を有しているものである。
　（回胴演出における回転態様（４））
　また、図１６に示すように、３個の回転リール40を同時に回転を開始し、同一の回転加
速度、同一の回転速度で回転した後、３個の回転リール40の停止タイミングをずらすこと
により、図柄「赤７」を揃うように停止させることができる。そして、時刻Ｎ３で２個の
回転リール40で図柄「赤７」が揃った状態で停止し、時刻Ｎ４で３個の回転リール40で図
柄「赤７」が揃った状態で停止した状態となる。そして、その図柄「赤７」が揃った状態
で停止した状態から、３個の回転リール40の同時に回転を開始し、同一回転加速度、同一
回転速度で回転し、図柄「赤７」が揃った状態を時刻Ｎ５以降、見せながら演出として回
転させるものである。それ以後は、第１の実施の形態の時刻Ｔ３と同様である。なお、一
時停止させる回転リール40の順番は、適宜、変更することが可能である。
【００９１】
　（回胴演出における回転態様（５））
　また、図１７に示すように、３個の回転リール40のうち、所定の回転リール40を、図柄
「赤７」が揃うように逆回転させて、その後、３個共、正回転させて図柄「赤７」が揃っ
た状態にするものである。図１７に示す回転態様では、二点鎖線で示した右リール45だけ
他の回転リール40が正回転を開始すると同時に逆回転させ、時刻Ｐ１まで逆回転の回転速
度を増加させ、時刻Ｐ１以後、逆回転の回転速度を減少させる。そして、時刻Ｐ２におい
て、回転速度が０の状態、すなわち停止状態となり、その後、時刻Ｐ２からＰ４まで、正
回転で回転速度を増加させる。そして、時刻Ｐ４において、左リール43の図柄「赤７」と
揃うような状態で表示窓13に表示可能な状態で回転速度Ｖ２で一定の回転速度となる。そ
して、中リール44も時刻Ｐ３で回転を開始し、時刻Ｐ５で他の２個の回転リール40の図柄
「赤７」とも揃った状態となり、結果として、３個の回転リール40の図柄「赤７」が揃っ
た状態で表示窓13に表示可能な状態で回転する。ここで、逆回転させる所定の回転リール
40は、右リール45の１個だけであるが、特にこれに限定されるものではなく、他の回転リ
ール40でも良いし、また、２個、或いは全部の回転リール40を逆回転させてもよい。
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【００９２】
　ここで、逆回転させるか否かの判断は、基準となる回転リール40（左リール43）と、そ
れに対して速度を変更することにより図柄「赤７」を揃えさせようとする回転リール40と
の両者の図柄「赤７」の相対位置で決定するようにしてもよい。停止状態における両者の
図柄「赤７」の位置の離れ具合を算出して、全て正回転で相対的な位置関係を所定の配置
態様にしようとするよりも、正回転と逆回転とを組み合わせることにより、より早い時間
で、所定の配置態様を実現できるような場合に逆回転を採用するように決定してもよいも
のである。具体的には、例えば、左リール43を中リール44よりも先に回転するように設定
している場合に、左リール43の図柄「赤７」よりも１コマだけ、中リール44の図柄「赤７
」が正回転の回転上流（回転方向と逆の側）に位置すると、全て正回転を採用のときは左
リール43を２０コマ分、略１周させなければ、中リール44の図柄「赤７」に揃えることが
できない。しかし、左リール43を回転逆方向に１コマ回転させることができれば、左リー
ル43を２０コマ、略１周させるよりも少ない回転量で、左リール43と中リール44との図柄
「赤７」を揃えることが可能となり、全て正回転の場合よりも短時間で両者の図柄「赤７
」を揃えることが可能となる。
【００９３】
　また、上述した回胴演出における回転態様（１）～（５）は、それぞれを適宜、組み合
わせて使用することもできる。また、基準となる回転リール40は、特に左リール43に限定
されるものではなく、また、回転開始の順番や、回転速度の大小は、各回転リール40で適
宜、変更してもよい。
　（再配置における回転リール40の回転態様の一部変形例）
　本実施の形態では、再配置制御手段180が、回胴演出制御手段170による回胴演出後、ス
トップスイッチ50による停止操作が可能となる前に、回転中の複数の回転リール40の特定
図柄61aである図柄「赤７」の位置が揃った状態の配置態様から崩れたものが表示窓に表
示可能な状態で回転するように再配置させて、回転リール40の回転態様を変更させ、その
後、その所定の配置態様を崩したものが表示窓に表示可能な状態で複数の回転リール40を
同一回転速度で回転させている。
【００９４】
　ここで、図１０における時刻Ｔ４以降において行われる「再配置における回転態様」に
は、種々の一部変形例が考えられる。以下に種々の再配置における回転態様について記載
する。
　（再配置における回転態様（１））
　先ず、図１０に示したような「再配置における回転態様」であって、図１８に示すよう
に、３個の回転リール40の回転速度を、それぞれ異なるように変更させているものである
。ここで、図１８は、第１の実施の形態であって、図１０の３個の回転リール40の再配置
の回転態様を示すものであって、再配置における回転速度の変化を示した部分を拡大した
ものである。ここでは、回転速度Ｖ３の同一回転速度で、回転させていた３個の回転リー
ル40の回転速度を、時刻Ｔ４からそれぞれ異ならせて回転させ、そして、時刻Ｔ５に到達
したとき、一点鎖線で示した中リール44と、実線で示した左リール43との図柄「赤７」が
所定コマ数（左リール43の特定図柄61aを基準として、中リール44の特定図柄61aを回転リ
ール40の回転方向にカウントすると７コマ）離れた状態となり、時刻Ｔ６に到達したとき
、二点鎖線で示した右リール45と、実線で示した左リール43との図柄「赤７」が所定コマ
数（左リール43の特定図柄61aを基準として、右リール45の特定図柄61aを回転リール40の
回転方向にカウントすると１４コマであって、反対方向にカウントすると７コマ）離れた
状態となる。なお、右リール45の図柄「赤７」と中リール44の図柄「赤７」との２図柄間
の最短距離となるコマ数をカウントすると７コマ離れていることになる。そして、時間Ｇ
の間、その状態で回転速度Ｖ３で回転し、時刻Ｔ７から３個の回転リール40が同時に回転
速度を増加し、時刻Ｔ８において定常回転速度Ｖ１に到達する。そして、この時刻Ｔ８か
らストップスイッチ50の操作が有効となるように形成されている。なお、回転速度を変更
する態様は、これに限定されるものではなく、図柄「赤７」が揃った状態の配置態様を、
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所定コマ数（７コマ）以上離れるように再配置することができるようなものであれば、他
の回転速度の変更の態様でもよい。
【００９５】
　（再配置における回転態様（２））
　例えば、図１９に示すように、基準となる左リール43を時刻Ｔ４からＴ５にかけて回転
速度を増加させ、回転速度Ｖ１にする。そして、図柄「赤７」が所定コマ数（７コマ）だ
け離れる時間だけ、回転速度差（Ｖ１－Ｖ２）の状態を維持し、時刻Ｔ６からＴ７にかけ
て中リール44の回転速度を増加させ、時刻Ｔ７で回転速度Ｖ１にする。その状態で左リー
ル43と中リール44との図柄「赤７」は、所定コマ数（７コマ）離れた状態となる。同様に
、右リール45も、回転速度差（Ｖ１－Ｖ２）の状態を維持し、時刻Ｔ８からＴ９にかけて
回転速度を増加させ、時刻Ｔ９で回転速度Ｖ１にする。これにより、左リール43と右リー
ル45との図柄「赤７」も所定コマ数（左リール43の特定図柄61aを基準として、右リール4
5の特定図柄61aを回転リール40の回転方向にカウントすると１４コマであって、反対方向
にカウントすると７コマ）離れた状態となる。なお、右リール45の図柄「赤７」と、中リ
ール44の図柄「赤７」との図柄間の最短距離となるコマ数も７コマとなるように形成され
ている。
【００９６】
　（再配置における回転態様（３））
　また、図２０に示すように、時間Ｄの時刻Ｑ４までは、３個の回転リール40において図
柄「赤７」が揃った状態で回転している。そして、時刻Ｑ４からＱ５において基準となる
実線で示す左リール43が回転速度を減速して時刻Ｑ５で０となり、停止する。そして、一
点鎖線で示す中リール44が時刻Ｑ６において、停止し、その停止した状態で、左リール43
と中リール44との図柄「赤７」は、所定コマ数（左リール43の特定図柄61aを基準として
、中リール44の特定図柄61aを回転リール40の回転方向にカウントすると７コマ）離れた
状態で停止する。同様に、二点鎖線で示す右リール45も回転速度を減速し、時刻Ｑ７にお
いて回転速度０となって停止する。その状態において、左リール43と右リール45との図柄
「赤７」は、所定コマ数（左リール43の特定図柄61aを基準として、右リール45の特定図
柄61aを回転リール40の回転方向にカウントすると１４コマであって、反対方向にカウン
トすると７コマ）離れた状態で停止している。そして、時間Ｈだけ停止状態が続き、時刻
Ｑ８において、３個の回転リール40が同時に、同一回転加速度で回転を開始し、時刻Ｑ９
において、定常回転速度Ｖ１に到達する。なお、右リール45の図柄「赤７」と、中リール
44の図柄「赤７」との図柄間の最短距離となるコマ数も７コマとなるように形成されてい
る。
【００９７】
　（再配置における回転態様（４））
　また、図２１に示すように、時間Ｄの時刻Ｒ４まで、３個の回転リール40は、図柄「赤
７」が揃った状態で、同一回転速度Ｖ２で回転している。そして、時刻Ｒ４からＲ５にか
けて、３個の回転リール40は、同一回転加速度で回転速度を減速し、時刻Ｒ５において、
３個の回転リール40は同時に停止する。その状態で、図柄「赤７」は、揃った状態で停止
しているものである。その際、３個の回転リール40の図柄「赤７」は、表示窓13の中段ラ
インＬ２で横一直線に並んで停止している。そして、時間Ｆだけ、その停止状態が続き、
時刻Ｒ６において、基準となる実線で示される左リール43が回転を開始し、回転速度Ｖ１
まで回転速度を増加させる。一方、一点鎖線で示される中リール44も左リール43に時間Ｇ
だけ遅れて時刻Ｒ７で左リール43と同一回転加速度で回転を開始し、回転速度Ｖ１まで速
度を増加させる。そして、時刻Ｒ９において、左リール43と中リール44との図柄「赤７」
が、所定コマ数（左リール43の特定図柄61aを基準として、中リール44の特定図柄61aを回
転リール40の回転方向にカウントすると７コマ）離れた状態の配置態様で同一回転速度で
回転を続ける。そして、時刻Ｒ８において、二点鎖線で示される右リール45も回転を開始
、時刻Ｒ１０において、左リール43と右リール45との図柄「赤７」が、所定コマ数（左リ
ール43の特定図柄61aを基準として、右リール45の特定図柄61aを回転リール40の回転方向
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にカウントすると１４コマであって、反対方向にカウントすると７コマ）離れた状態の配
置態様で同一回転速度Ｖ１（定常回転速度）で回転を続ける。なお、右リール45の図柄「
赤７」と、中リール44の図柄「赤７」との図柄間のコマ数も７コマとなるように形成され
ている。
【００９８】
　（再配置における回転態様（５））
　また、図２２に示すように、時間Ｄの時刻Ｓ４まで、３個の回転リール40は、図柄「赤
７」が揃った状態で、同一回転速度Ｖ２で回転している。そして、時刻Ｓ４から、基準と
なる実線で示される左リール43は、回転速度を増加させ、回転速度Ｖ１に到達したのちは
、その回転速度Ｖ１（定常回転速度）を維持する。そして、時刻Ｓ４から一点鎖線で示さ
れる中リール44は、回転速度の減速を開始し、時刻Ｓ５で回転速度０となって、一旦停止
した後、直ぐに逆回転方向に回転を開始し、逆方向の回転速度を増加させ、時刻Ｓ６で逆
方向の回転速度Ｖ３に到達したのち、逆方向の回転速度の減少を開始し、また、時刻Ｓ７
で回転速度０となって一旦停止した後、再度、正回転方向に回転を開始し、回転速度を増
加させ、時刻Ｓ８において、回転速度Ｖ１に到達する。その際、左リール43と中リール44
との図柄「赤７」は、所定コマ数（左リール43の特定図柄61aを基準として、中リール44
の特定図柄61aを回転リール40の回転方向にカウントすると７コマ）離れた状態の配置態
様で同一回転速度Ｖ１で回転を継続している状態となる。一方、二点鎖線で示される右リ
ール45は、時刻Ｓ４からＳ９まで回転速度Ｖ２を回転を続けることにより、左リール43の
回転速度差（Ｖ１－Ｖ２）により、図柄「赤７」の相対位置を離れさせ、時刻Ｓ９から時
刻Ｓ１０まで回転速度を増加させるとともに、時刻Ｓ１０において、回転速度Ｖ１に到達
する。その時刻Ｓ１０において、左リール43と右リール45との図柄「赤７」は、所定コマ
数（左リール43の特定図柄61aを基準として、右リール45の特定図柄61aを回転リール40の
回転方向にカウントすると１４コマであって、反対方向にカウントすると７コマ）離れた
状態の配置態様で同一回転速度Ｖ１で回転を継続している状態となる。なお、右リール45
の図柄「赤７」と、中リール44の図柄「赤７」との図柄間のコマ数も７コマとなるように
形成されている。
【００９９】
　なお、ここで、上述した再配置における回転態様（１）～（５）において、右リール45
及び中リール44は、左リール43を基準として所定コマ数、具体的には、７コマ、若しくは
１４コマ（反対方向にカウントすると７コマ）、結果として両者間の最短距離では７コマ
離れるように、回転速度を変更し、回転開始のタイミングをずらしているが、かかる７コ
マの数値は、これに限定されるものではなく、他の数値でもよい。７コマを超えるような
コマ数に設定してもよい。また、その数値は予め設定されているが、毎回、或いは所定の
契機で抽選等により変動させるようにしてもよい。また、最大引き込みコマ数より離れた
数値として７コマを設定しているが、目押しの補助とならないような場合には、７コマよ
り小さな数値に設定することも可能である。
【０１００】
　また、上記実施例において、インデックス47がインデックスセンサ48を切るタイミング
がどの時点であるのか特に記載していないが、回胴演出制御手段170により、モータドラ
イバ62から出力されるステッピングモーター64へのパルス数のカウントにより回転速度、
回転速度の変動、現在の回転位置等を判断しているものであり、インデックス47がインデ
ックスセンサ48を切ったタイミングで、その判断とずれが生じている場合に、そのずれを
自動的に補正することができるように形成されている。そして、かかるずれ補正等により
、上述したような複雑な回転速度の変動にも対応することができるように形成されている
。
【０１０１】
　また、上述した再配置における回転態様（１）～（５）は、それぞれを適宜、組み合わ
せて使用することもできる。また、基準となる回転リール40は、特に左リール43に限定さ
れるものではなく、また、回転開始の順番や、回転速度の大小は、各回転リール40で適宜
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、変更してもよい。
　更に、上述した回胴演出における回転リール40の回転態様の一部変形例で示した種々の
ものと、再配置における回転リール40の回転態様の一部変形例で示した種々のものとを、
それぞれ組み合わせで使用することができる。具体的には、例えば、上述した回胴演出に
おける回転態様（１）～（５）のうちの１つと、上述した再配置における回転態様（１）
～（５）のうちの１つとを、それぞれ適宜、組み合わせて使用することができる。
【０１０２】
　（他の一部変形例）
　本実施の形態では、回胴演出は、ＢＢゲームの当選時にのみ発生可能としているが、有
利遊技の移行役の当選時等、有利遊技を行う権利に当選した場合に回胴演出を行うように
形成してもよい。
　また、上述した実施の形態では、有利遊技として、当選した小役を遊技者に対して告知
するアシストタイム（ＡＴ）を実行するとしたが、ＡＴに限られるものではなく、例えば
、（ａ）ＢＢやＲＢ等のボーナス遊技の当選、（ｂ）その当選役が有効ラインに停止表示
、（ｃ）ボーナス遊技の終了、（ｄ）通常遊技中に所定図柄が有効ラインに停止表示、（
ｅ）上記ｃ又はｄのいずれかの契機から所定回数の遊技の終了、
　上記（ａ）～（ｅ）のいずれかの契機で、再遊技の当選確率を変動させるとともに遊技
開始又は終了契機となるように設定したリプレイタイム（ＲＴ）を実行するようにしても
よい。
【０１０３】
　また、ＲＴ中においてＡＴを同時に実行可能なアシストリプレイタイム（ＡＲＴ）の遊
技を行うようにしてもよい。また、例えば、いずれかの回転リール40のスベリコマ数を０
コマ又は１コマにすることにより、いわゆる目押しを可能としたチャレンジタイム（ＣＴ
）を実行するようにしてもよい。
　また、上述した実施の形態では、アシストタイム（ＡＴ）は、当選した小役を遊技者に
対して告知する遊技であるとしたが、これに限られるものではない。アシストタイム（Ａ
Ｔ）としては、例えば、当選した小役が停止表示可能となるストップスイッチ50の操作順
序（いわゆる「押し順」）を報知するタイプにしてもよい。
【０１０４】
　本発明は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成できる
範囲における変形および改良なども含むものである。また、本発明は、上述した実施の形
態を適宜組み合わせる、または組み替えることもできる。
　（第２の実施の形態）
　第１の実施の形態では、再配置制御手段180は、図柄「赤７」の並列状態からその配置
態様を崩す際、図柄「赤７」を引き込み範囲外となるように７コマ離すように制御してい
た。本実施の形態では、その図柄「赤７」が並列の配置態様から崩す際、予め既に崩れた
状態である予め定めた所定の配置態様のうちから選択するものである。
【０１０５】
　具体的には、回転中の複数の回転リール40同士の図柄配置の位置を、図柄「赤７」が崩
れた状態である予め定めた複数の配置態様のうちから選択する回転中図柄位置選択手段を
備えているものである。
　この回転中図柄位置選択手段は、図柄「赤７」が崩れた状態である予め定めた複数の配
置態様を記憶している配置態様記憶手段と、その記憶手段から所定の配置態様を抽選によ
り選択する配置態様抽選手段とを備えているものである。そして、配置態様抽選手段の抽
選の結果に基づいて、選択された配置態様を選択する。
　そして、再配置制御手段180は、回胴演出制御手段170による回胴演出後、ストップスイ
ッチ50による停止操作が可能となる前に、特定図柄61aである「赤７」が回転中図柄位置
選択手段により予め決定された図柄位置（選択再配置）となるように回転リール40の回転
速度を変動させる。そして、再配置制御手段180は、その後、その選択再配置の状態で複
数の回転リール40を同一回転速度で回転させるものである。
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【０１０６】
　そして、再配置制御手段180により回転中の回転リール40の特定図柄61aの位置が選択再
配置の状態で、回転リール40を回転させた後、ストップスイッチ50による停止操作が可能
となるようにするものである。
　その他の構成や、作用及び効果は、第１の実施の形態と同様のものである。本実施の形
態では、所定の配置態様を崩す際、その配置態様が崩れた予め定めた配置態様から選択し
ているため、配置態様を崩すための制御プログラムを不要にすることができ、制御処理を
容易かつ迅速に行うことができる。
　（第３の実施の形態）
　本実施の形態は、一部又は全部の回転中の複数の回転リール40同士の図柄61の位置を抽
選により決定する回転中図柄位置抽選手段を備えている。
【０１０７】
　そして、再配置制御手段180は、回胴演出制御手段170による回胴演出後、ストップスイ
ッチ50による停止操作が可能となる前に、回転中図柄位置抽選手段により決定された図柄
61の位置となるように一部又は全部の回転リール40の回転態様を変更させている。このよ
うに変更させることを「ランダム再配置」とする。その後、再配置制御手段180は、その
ランダム再配置されたものが表示窓13に表示可能な状態で複数の回転リール40を同一回転
速度で回転させる。
　本実施の形態に係る遊技機10は、再配置制御手段180により回転中の回転リール40の特
定図柄61aの位置がランダム再配置されたものが表示窓13に表示可能な状態で、回転リー
ル40を回転させた後、ストップスイッチ50による停止操作が可能となるようにしたことを
特徴とする。
【０１０８】
　本実施の形態では、図柄「赤７」が並列の配置態様から崩す際、回転中の複数の回転リ
ール40同士の図柄配置の位置を抽選により、それぞれ決定する回転中図柄位置抽選手段を
備えている。第１の実施の形態では、図柄「赤７」が並列状態の配置態様から崩す際に、
配置態様記憶手段185に予め記憶されている配置態様のデータとして、その崩れた配置態
様を予め用意しておき、そのうちから配置態様抽選手段186により抽選により選択してい
たが、本実施の形態では、回転リール40の相対位置を、各回転リール40毎に抽選で決定す
るものである。
　具体的には、回転中図柄位置抽選手段は、回転中の３個の回転リール40同士の図柄の相
対的な位置関係を抽選により決定する。回転中図柄位置抽選手段は、基準となる左リール
43の図柄「赤７」に対して、中リール44及び右リール45の図柄「赤７」を何コマずらすか
を抽選により決定するものである。左リール43の図柄「赤７」の横に中リール44又は右リ
ール45の図柄「赤７」が位置しているときのずれは０コマとなり、その位置から中リール
44又は右リール45の図柄「赤７」が回転下流側に１コマずれた場合のずれは１コマとなる
。全周で０から２０の場合が発生することになり、回転中図柄位置抽選手段は、そのうち
１から２０の２０個の数値の一つを、中リール44及び右リール45毎に抽選で決定するもの
である。
【０１０９】
　そして、再配置制御手段180は、図柄「赤７」を並列した状態で回転させる回胴演出制
御手段170による回胴演出後、ストップスイッチ50による停止操作が可能となる前に、特
定図柄61aの「赤７」が回転中図柄位置抽選手段により決定された図柄位置（以下、「ラ
ンダム再配置」という）となるように回転リール40の回転速度を変動させる。そして、再
配置制御手段180は、その後、そのランダム再配置の状態で複数の回転リール40を同一回
転速度で回転させる。
　そして、再配置制御手段180により回転中の回転リール40の特定図柄61aの位置がランダ
ム再配置の状態で、回転リール40を同一回転速度で回転させた後、ストップスイッチ50に
よる停止操作が可能となるようにしたものである。
【０１１０】
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　その他の構成や、作用及び効果は、第１の実施の形態と同様のものである。本実施の形
態では、所定の配置態様を崩す際に、２０個の図柄番号からランダムに抽選で決定してい
るため、その抽選の結果は、その配置態様に何の意図も感じられない全く自然なものにす
ることができる。
　また、表示窓13の３コマの中に入らないようにするために、上記ｎ、ｍコマのずれコマ
数のうち、ｎ及びｍが１、２、１９、２０の抽選確率を０若しくは他の数値よりも小さく
するようにしてもよい。これにより、特定図柄61aが固まって目押しの補助となることを
更に回避することが可能となる。
【０１１１】
　更に、それに加えて、表示窓13の３コマに加えて、最大引き込みコマ数４コマを加えて
７コマの中に入らないようにするために、上記ｎ、ｍコマのずれコマ数のうち、ｎ及びｍ
が１、２、３、４、５、６、１５、１６、１７、１８、１９、２０の抽選確率を０若しく
は他の数値よりも小さくするようにしてもよい。これにより、特定図柄61aが固まって目
押しの補助となることを更に回避することが可能となる。
　なお、上述したように、図柄「赤７」のずれのコマ数を抽選で決定しているが、特にこ
れに限定されるものではない。図柄位置には、２１個の図柄位置に０番から２０番までの
２１個の図柄番号が付与されているため、抽選により、左リール43の図柄「赤７」の横に
配置される中リール44及び右リール45の図柄番号を決定するようにしてもよい。基準とな
る左リール43の図柄番号１番の図柄「赤７」を基準位置として、その左リール43の図柄番
号１番の図柄の横に、中リール44及び右リール45のそれぞれ何番の図柄番号を配置するか
を抽選により決定するようにしてもよいものである。
【０１１２】
　また、有効ラインが図７に示すような５ラインの場合に、図柄「赤７」が３個の回転リ
ール40において、７コマ離れた状態（例えば、（ｎ、ｍ）＝（７、１４）、（１４、７）
）のパターンのうちから抽選で、１つのパターンを決定するようにしてもよい。これによ
り、特定図柄61aが固まって目押しの補助となることを回避することができるとともに、
略同時にストップスイッチ50を操作しても同時に引き込めることもない。また、有効ライ
ンが図８に示すような中段１ラインの場合には、図柄「赤７」を３個の回転リール40にお
いて、５～７コマ離れた状態の複数のパターンのうちから、抽選により１つのパターンを
決定するようにしてもよい。この場合も上記５ラインの場合と同様の効果を奏する。
【０１１３】
　（第４の実施の形態）
　上述した第１～第３の実施の形態は、スタートスイッチ30の操作からストップスイッチ
50の操作が可能となるまでの回転リール40の回転中に、回胴演出制御手段170により、Ｂ
Ｂ役の図柄である図柄「赤７」を並列の状態にした所定の配置態様にして、ＢＢゲームへ
の移行の期待感を向上させて、高揚感を持たせるものであった。そして、その後、その配
置態様を、再配置制御手段180により崩すものであった。しかし、本実施の形態では、上
述したような配置態様を、回転リール40の回転中に行うものではなく、ストップスイッチ
50の押下操作が可能となるまでの間に、その配置態様で、一旦、回転リール40を停止させ
、その配置態様を直接的に、一時停止させるものである。もちろん、この一時停止は、回
胴演出の一態様に過ぎず、ストップスイッチ50の押下操作が有効になった状態におけるス
トップスイッチ50押下操作によるＢＢ役の正式な停止表示ではないため、これを契機にＢ
Ｂゲームに移行するものではない。
【０１１４】
　具体的には、回転リール40が回転を開始した後、ストップスイッチ50の操作が可能とな
る前に、特定図柄61aを所定の配置態様で停止させる停止演出制御手段と、この停止演出
制御手段により停止演出を行った後、回転リール40の再回転を行うとともに、その所定の
配置態様を崩した状態にする再回転制御手段とを備えているものである。
　本実施の形態は、第１～第３の実施の形態における回転中に回胴演出を行わせる回胴演
出制御手段170の代わりに、一時停止により回胴演出を行わせる停止演出制御手段を有し
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、第１～第３の実施の形態における回転中に所定の配置態様を崩したものにする再配置制
御手段180の代わりに、一時停止した回転リール40の回転を開始させる課程において、所
定の配置態様を崩したものにする再回転制御手段を有しているものである。
【０１１５】
　具体的には、停止演出制御手段は、回胴演出抽選手段120の抽選の結果、回胴演出を実
行すると決定された場合、スタートスイッチ30の操作後、ストップスイッチ50の操作が可
能となる前に、３個の回転リール40の図柄「赤７」を、中段ラインＬ２に、所定時間だけ
一時停止させるものである。
　そして、再回転制御手段は、停止演出制御手段によるかかる停止演出後、ストップスイ
ッチ50による停止操作が可能となる前に、回転リール40を再回転させる。そして、それと
共に、この再回転中、３個の回転リール40の特定図柄61aの位置を所定の配置態様（図柄
「赤７」の並列状態）から崩れるように各回転リール40を回転させ、その後、その所定の
配置態様を崩した状態で３個の回転リール40を同一回転速度で回転させる。
【０１１６】
　そして、再回転制御手段により回転中の各回転リール40において特定図柄61aの所定の
配置態様を崩した状態で、回転リール40を回転させた後、ストップスイッチ50による停止
操作が可能となるようにしているものである。
　ここで、再回転制御手段による所定の配置態様を崩す手法、すなわち、図柄「赤７」が
揃った状態から、その揃った状態を崩す手法としては、図２３（ａ）のフローに示すよう
に、３個の回転リール40の回転速度を別々の回転速度で行うことができる。そして、その
後は、上述した第１の実施の形態で説明した所定コマ数だけ離す離間再配置により所定の
配置態様の再配置を行うことができる。
【０１１７】
　具体的な遊技の流れは、第１の実施の形態のステップ１２０の回胴演出処理が、図１２
のフローの代わりに図２３（ａ）に示すようなフローとなるものである。すなわち、ステ
ップ３１１で３回胴を所定の配置態様となるように停止させる。具体的には、図柄「赤７
」を中段ラインＬ２に揃えて一時停止させるものである。そして、次のステップ３１２に
進み。ステップ３１２において、３個の回転リール40を別々の回転速度で回転開始させる
ものである。そして、ステップ３１３、３１４は、第１の実施の形態のステップ２１７、
２１８と同様であって、所定コマ数、特定図柄61aを離して、所定の配置態様を崩した状
態にするものである。
【０１１８】
　なお、再回転制御手段による所定の配置態様を崩す手法、すなわち、図柄「赤７」が揃
った状態から、その揃った状態を崩す手法としては、図２３（ｂ）のフローに示すように
、３個の回転リール40の回転開始タイミングを、異なる（ずらす）ことにより行うように
してもよい。そして、その後は、図２３（ａ）と同様な処理で、上述した第１の実施の形
態で説明した所定コマ数だけ離す離間再配置により所定の配置態様の再配置を行うことが
できる。
　また、更に、上述した図２３（ａ）（ｂ）は、第１の実施の形態で説明した所定コマ数
だけ図柄「赤７」を引き離す再配置である離間再配置を実施していたが、特にこれに限定
されることはない。例えば、第２の実施の形態で説明した選択再配置や、第３の実施の形
態で説明したランダム再配置を実行するようにしてもよい。
【０１１９】
　また、上述した第１～第４の実施の形態で、再配置制御手段180又は再回転制御手段は
、図柄「赤７」の選択再配置、ランダム再配置、又は離間再配置を、１つの回転リールだ
けで実施するようにしてもよい。具体的には、残りの２つの回転リール40は、揃った状態
のままであるが、１つの回転リール40だけが、その揃った所定の配置態様から崩れた状態
になっているものである。
　また、上述した第１～第４の実施の形態で、再配置制御手段180又は再回転制御手段に
おける所定の配置態様を崩す手法として、上述した所定コマ数離す離間再配置や、抽選に
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よるランダム再配置や、予め定めたものから選択する選択再配置を適宜、採用することが
できる。
【０１２０】
　また、上述した第１～第４の実施の形態で、停止演出制御手段又は回胴演出制御手段に
よる回転態様は、第１の実施の例で説明した回転態様の一部変形例と同様に種々のものが
適用可能なものである。
　また、上述した第１～第４の実施の形態で、再回転制御手段又は再配置制御手段による
所定の配置態様を崩す手法、すなわち、図柄「赤７」が揃った状態から、その揃った状態
を崩す手法としては、第１の実施の例で説明した回転態様の一部変形例と同様に種々のも
のが適用可能なものである。
【符号の説明】
【０１２１】
10　遊技機　　　　　　　　　　　　　　　30　スタートスイッチ
40　回転リール　　　　　　　　　　　　　50　ストップスイッチ
110  役抽選手段　　　　　　　　　　　　160  回転位置検出手段
170  回胴演出制御手段　　　　　　　　　180  再配置制御手段
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